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は じ め に

旧和55年12月末から県下を艇った記録的な梨雪

は、 38豪雪をはるかに上回るものとなり、特に飛

騨地方、奥美浪地方、奥揖斐地方をはじめとする

山間部一帯は、随所で 3~4メートル以上にも及ぶいまだかつてない積雪に見舞われ

たのであります。このため関係機関が総力を挙げての懸命な除雪活動にもかかわらず

一時は県下の交通網が広範にわたって途絶したほか、山間部を中心に民家や公共施設

の倒壊が相次ぐなど甚大な被害を被ったのであります。不幸にしてお亡くなりになっ

た方々のこ辿族並びに被災された方々に対しまして心からお見舞を申し上げます。

県としましては、 1月7日にいち早く哀雪対策本部を設樅し、組織の全てを挙げて、

まず人命の安全と生活の確保を図るため、降り続く雪や各地に相次ぐ雪崩と戦いなが

ら幹線道路等の確保に努めるとともに生活関連物資の確保や災害の防除など応急対策

に全力で対処してきたのであります。

一方、県下46市町村においても対策本部が設厭され、生活道路等の除雪や住民生活

の安全を確保するため、地元消防団など地域住民が一丸となって全力でこれに対処し

たのであります。

お陰をもちまして降雪期の終局とともに状況が鎖静化し、ようやく平静を取り戻す

とともに県民生活の安定を堅持できましたことは、ひとえに被災地域住民の不屈の梢

神と不断の努力、更には防災関係機関並びに県内外の各地から寄せられたこ＂支援、こ＂

協力の賜と厚くお礼申し上げます。

このたびの梨雪災害に伴なう各種の経験は、これを貨重な教訓として、今後の防災

体制の充実に万全を期するよう防災意識の高拗を図るとともに、災害の無い盟かな県

土づくりに邁進する所存であります。

昭和 56年 11月

岐阜県知事 J:_オな湯拍
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雪崩の危険と闘いながらの懸命な除雪活動 （宮川村）



幹線国道の確保 （古川町）

再三にわたった除雪活動 （河合村）
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数メートルに及ぶ積雪に挑む （宮川村）

倒木に悩まされる除雪活動 （徳山村）



雪崩現場 （藤橋村）

困難を極める市街地の除雪 （白鳥町）



＼～し、

町を埋め尽した豪雪 （白鳥町）

懸命に我が家を守る住民 （白鳥町）



埋もれた民家 （白川村）

3メートルにも及ぷ公共施設の雪降ろし （高競村）



政府豪雪対策本部調査団に雪害状況を説明 （県庁）

同上



県豪雪対策本部長が被災地を視察 （藤橋村）

押しつぷされた屋内体育館



重みに耐え切れず折れた屋根 （国府町）

やり場のない市街地の雪 （白鳥町）



自衛隊支援部隊の到着 （藤橋村）
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自衛隊による公共施設の除雪活動 （高駕村）



（巾H新聞本社提供）

豪雪 （白鳥町）
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経過のあらまし

月日 1 時分 1 記

5『;.26I 22 : 20 I 大因注意報発令
事

28 

29 

”
 6
7

 

ー
6
 
5
 

大雪警報、雪崩注意報発令

宮川村小谷で雷崩発生、 2人（夫婦）生埋め死亡

神岡町東茂住地内国道41号線で雪崩発生、トラックを直撃しダム湖に転落、巡転士死亡

庁議において県下の積雪、気象、被宙、市町村対策本部設阻の各状況等を説明

臨時部艮会議で「岐阜県来雪対策本部」設骰を決議、本部長 副知事、事拐局 消防

防災課

11 I 16: 30 I 本部連絡貝会議一本部事務局体制を24時間体制に、各主菅班は22時迄警戒体制に部じ

10 

0
1
2
 

1
1
1
 

”
 ～
 

II 

16: 10 

2: 00 

9: 00 

9: 30 

16: 00 

た体制とし、被也状況を毎日事務局へ報告

11 I 10: 00 郡上郡梨四対策連絡本部設四、本部 郡上県事務所、本部長郡上県事務所長

11 I 15: 00 飛訊1県事務所哀宝災寓対策本部設脱、本部飛騨県事務所、本部長 飛騨限事務所長

" I 18: OD 揖斐郡装四対策本部設囲、本部 捐斐事拐所、本部長 揖斐閲し事務所艮

8 1 13121 宮川村坂下地区の10集落 (170世術、 600人）孤立、除四車J1]燃料切れ等のため自衛隊

大型ヘリコプク-1機を要諮、坂上地区から坂下地区へ軽油3kl (ドラム缶17本）、杉

原診縦所用医薬品をビストン輸送

11 I 16: 00 本部迎絡貝会議ー政府調近団の受入休制、 1旗梢古の作成等につき協議

9 1 12:05 孤立地区、逍路状況等視察のため自術隊大型ヘリコプタ-1機を要語し、飛騨、郡上、

揖斐地城を航空似察（総務部長、土木技監、リ，遵瞥箇備部長、交遥規制課長、 ii’j防防災

課長、広報課艮補佐）

" I 15: OD I 本部只会議一被’占状況、応盆対策等協議、政府濶近["［受入体制、 1姐梢；I：：作成につと辿

絡

8: 30 益III疫宙対策連絡本部設ii，t、本部益田県事務所、本部長益田県事肪所辰

10: 45 自民棠屎常裟雪対策本部視察、坂野1Il伯副本部艮外2名が揖斐地区、郡上地区視察

岐阜県来雪対策本部長が飛騨地区、郡上地区の四礼f状況を視察

幹線逍路除四のため白島町へ自術隊を派造 (51人、ダンプ3、ドーザー2、パケット

ローダ2台） ～20日

公共施設の除四のため自衛隊を翡鷲村へ70人、荘川村へ90人、白川村へ70人派追

~15日

本部連絡貝会議ー政府調査団の視察日程、本部長の各省庁陳梢項目等について連絡11 I 15: 00 

1.13 I 10: oo 
喜
13 I 16:00 

14 I 13 : 00 

武儀地区来雪対策連絡会議設四、本部武儀県事務所

政府豪雪対策本部調査団視察、国土庁長官原 健三郎外15名が飛騨地区視察

本部連絡貝会議一本部長の各省庁陳ti『日程、項目、部の対応等協議

徳山村全村孤立し、除四車用燃料、生鮮食品輸送のため自衛隊ヘリコプターを要請し

たが服天候により中止

151 10:20 1 同上救援物資輸送のため自循隊大型ヘリコプタ-2機を派逍、軽油1.8kt（ドラム缶
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月 日 時分 記 事

10本）生僻食品6t、医薬品、郵便、新闘等を揖斐川町、徳山村l闊でビストン空倫

” 公共施設の除雪のため、自衛隊を河合村へ71人、宮川村へ71人派辿 ～1813 

16 公共施設の除雪のため、自衛隊を藤橋村へ71人派逍 ～19曰

，， 本部長（副知事）他関係部艮が各省庁及び政府関係者等に援助措i性等につき陳1廿

17 12: DO 本部長（副知事）が揖斐地区の古宙状況を視察

19 10: 00 本部迎絡貝会議一雷沓梢報の収染、本部事務局及び各部主四班の体制等を協識

温 殷林水産省雪古対策連絡会議濶既団視察、殷林水産政務次官志賀 節外5名が飛騨地

区視察

20 17: 15 本部事務局の瞥戒体制を22時までとし、各部主管班の時間外における警戒体制に準じ

た体制を解除

喜 名古屋通商涯業局‘'1/'fl｛状況濶在団視察、名古屋通産局総務部長松田岩夫外6名が郡上

地区、飛騨地区視察

27 13: 00 鈴木内淵総理大臣が県庁においてり阻；状況の説明及び1辣梢を受けた

2. 7 本部事務周の時l/l]外における警戒体制を解除

15 9: 30 神岡町漆山地内の国道41号線で雪J，J発生、 トラックが麻原川へ転蕗し迎転手死亡

3. 3 知事、副知事及び閲係部長等が各省庁及び政府関係者に古店｛状況の説明と要望古を提

出

14 5: 55 宮川村で四崩発生、蒻山線、国逍360号線が不通

4.30 17: 00 岐阜県漿雪対策本部を閉鎖
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第 1気象の経過及び特性

1経過

昭和55年12月に入るや、前月から一転して冬型が卓越し、 4~6日間程度の周期で

冬型気圧配置が続くようになり、岐阜市でも13日に初雪を観測するなど今冬の異常を

屈わせた。特に26日未明から山間部を中心に降り始めた雪は、次々と大陸から製来す

る寒気団によって、いまだかつてない梨雪となった。

28日9時の500ミリバール天気図によると、北緯40度付近の日本海に一40° Cの寒

気の中心があり、中国東北部方面から寒気の補給を受けたため、この寒気団が根強く

本州に居座り続けることとなった。

県下の雪は26日夜半前後から降り始め、特に、東西の気圧頒度と上空寒気が強まっ

た28日昼頃から30日朝方までにかけては近年まれにみる大雪に見舞われ、 30日によう

やく次第に小降りとなった。雷は飛騨地方西部、奥美浪地方と奥揖斐地方を中心に強

く降り、 29日15時には白川村で戟雪330C111を記録したほか随所で21nを越す大雪とな

った。特に29日9時には高山市で積雪110C1nを観測したが、これは12月の戟雪として

は明治32年高山測候所開設以来の記録となった。

31日から昭和56年元旦にかけては移動性高気圧の通過により、穏やかな新年を迎え

た。しかし 2日から 3日にかけて低気圧が日本悔を東進し、これが北海道沖合に抜け

た後、バイカル湖付近及び中国東北部にある 1,042ミリバールの高気圧が南東に張り

出し再び本州は西高東低の強い冬型気圧配樅となり、この状態が7日迄続いた。その

後、 8日から 9日にかけて気圧配置はいったん緩んだものの10日朝方から又々冬型の

気圧配饂が深まり、この状態が14日朝まで継続した。

天気図では日本海の北緯42~44度付近に一40°c以上の寒気が3~7日と10~13日

の間にわたって中国東北部や沿悔州方而からの補給を受けて、再び根強く居座り続け

た。

このため、県下の雷も、再び3日から降り始め、東西の気圧傾度と上空の寒気が強

まった 3日夕刻から 4日朝にかけて、 5日夜から 6日朝にかけて、 7日日中及び11日

日中と断続的に強い降雪となった。その間において、 8日から10日にかけて一時小康

状態が続いたものの、全般に県内の雪は14日まで降り続く結果となった。この雪は飛

騨地方と美浪山間部を中心に県下全域にわたって強く降り、.15日迄の主な最高租雪深

- 3 -



は、白川450CIII(l月15日）、長滝255Cl/I (1月13日）、樽見143CIII(1月14・ 15日）、

八幡128CIII(1月8日）、高山 128CJ/I (1月8日）

来最深の較雪となった。

で、 これらは全て気象台観測開始以

その後は15日から16日にかけて二つ玉低気圧が通過したが天気の大きなくずれはな

く、冬型気圧配饂も16日から17日にかけてと、 19日から20日にかけて現われたが上空

への寒気の流入が弱く降雪鼠は少なかった。 20日以降もおおむね冬型の気圧配樹は続

いたが寒気の南下は弱く、北日本中心であったため、飛騨山閻部において降雪が続い

たが、全般的には小康状態となった。

2月に入っても 5日までは冬型の気圧配骰が続き県下全域で雪が降ったが、 6日か

らは移動性高気圧と低気圧が日本南方を次々と通り、美浪地方は雨、飛騨地方は弱い

雪となった。その後、移動性高気圧が日本の南で発達し、 14~16日は平均気温が平年

より 4~6°Cくらい高くなり、各地で雪崩が相次いだ。 23~24日にかけては低気圧

が通り美浪地方ではまとまった雨が、飛騨地方の山閻部では雪となった。その後冬型

気圧配甑が強まり、月末まで続いた。特に26日には近年希な寒波の製来でほぼ県下全

域に雪が降った。 28日の岐阜の最低気温ー6.5°Cは昭和45年1月18日の一7.2°C以

来の記録となった。

地上天気図

昭和55年12月28日18時 昭和56年1月3日18時
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3月になると冬型気圧配置は解消し、天気も周期的に変化して 5~6日おきに崩れ、

気温も寒暖の変化が大きかった。特に25日には県下の全域で雨が降り、南部を中心に

記録的な大雨となったが、月降水凪は岐阜で平年よりやや多く高山ではやや少なかっ

た。また、月平均気湿も平年並みかやや低かった。

4月になってもおおむね平年並みに経過した。

2特性

(1) 12月の積雪としては最深、全冬期間を通じても希な染雪で、絞雪分布は日単位で

は平野部や山間部を中心とする降り方を繰り返したが、全期間を通じて通常の多雪

地帯に多い型であった。

(2) 例年に比べ降雪の出足が早く（例年は 1月中旬、 56年裂雪は12月中旬から）冬型

の気圧配置が長く居すわった。このため12月としては近年にない「大雪警報」の発

表となり、 37時間55分の長時間に及んだ。

(3) 12月29日の高山における 110C9/lの稲雪は、 12月の禎雷としては高山測候所開設

（明治32年）以来の記録であった。

(4) 禎雪試で、 1月8日の高山 128Cl/I、八幡128CIII、1月13日の長爵255cm、1月14、

15日栂見の143C//I、1月15日の白川450CIIlは、それぞれ気象台観測開始以来最深の禎

雪を記録した。

(5) 累計降雪凪は例年（昭50~54年）平均降雪凪の 2倍以上に達したところが多く、

県下各所で 1,000Clllを超えた。

(6) 飛騨地方では随所で一昼夜に150~18QC//Iの降雪をみたところがあるなど驚異的な

降り足であった。

(7) 各地で発生した雪崩や大鼠の租雪のため死者や負働者があったほか家屋損壊等の

被害が多発した。
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第 2降、積雪量
積雪深の状況（岐阜地方気象台調べ）

(12月） （単位： C訊）
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2 月別最深積雪量分布図
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3 主な地点における38年豪雪との積雪羅比較
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4 指定観測点平均累計降雪量図
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第 3 気象通報

1. 注意報、警報、情報の発表

種 類 I 発表日時

大雪注意報 12月26日22時20分

大雪、四崩注恋報 2？日11時10分

大雪梢報第1号 11 17時10分

大雪、雪崩注意報 （更新） 28日10時40分

大雪警報、四崩注恋報 " 16時10分

大雪梢報第2号 II 21時25分

大雪梢報第3号 29日5時55分

大雪警報、因艇注意報 （更新） " 10時10分

大雪梢報第4号 II 16時20分

大雪、雪崩注意報 30日6時05分

大雪梢報第5号 ，， 13時30分

大国、四崩注意報 （更新） " 19時45分

雪崩注恋報 31日9時40分

雪崩梢報第1号 1月1日11時00分

大雪、田刷注邸報 3日8時40分

!I 柚 頻 I 
発表日時

大雪、雪崩注意報 11日15時30分

雪崩注意報 12日6時00分

大雪、雪崩注意報 I/ 10時50分

大雪、雪崩注意報 （更新） 13日10時30分

大雪、雪崩注意報 （更新） II 21時40分

四崩注意報 14日11時50分

雪崩注意報 （更新） 18日9時30分

四崩注意報 （更新） 20日11時10分

大雪、雪崩注意報 21日18時50分

雪崩注意報 22日7時30分

雪崩注意報 （更新） 23日17時DO分

雪崩注意報 （更新） 25日19時40分

雷崩、暴常乾娩（美眼地方）注意報 28日10時00分

雪崩注意報 2月1日5時15分

雪崩注意報 5日10時10分

大舌、雪J伯、強風注怠報 II 13時20分 雪崩、拠常i：も燥（美談地方）注意報 6日10時25分

大雪警報、四/iJJ注意報 ，， 17時30分

大舌梢報第1号 ，， 21時40分

大四梢報第2号 4日5時45分

大雪警報、 2iljJ注邸報 （更新） It 10時20分

大雪、雪艇注意報 " 15時50分

大四、四崩注意報 （更新） 5日10時20分

大雪警報、四位1注意報 " 16時45分

大雪梢報第1号 1月5日22時00分

大雪俯報第 2 号• 6日5時50分

大雪、雪崩注意報 ” 8時10分
大雪警報、雪崩注意報 7日10時00分

大雪、雪崩注意報 ，， 16時00分

雪崩注意報 8日6時DO分

雪崩梢報第1号 9日10時00分

雪崩注意報 （更新） 10日9時00分

大四、雪崩注意報 11 19時30分

大雪警報、雪崩注意報 11日7時50分"， 

参考 。大雪警報延時間

55年12月

56年1月

37時間55分

51時間25分

因崩注意報

大四、四崩注意報

雪崩注邸報

因崩と礁雪に関する梢報

四崩注意報

大四、四崩注意報

雪崩注意報

大舌、雪／虹注邸報

四崩注意報

大雪、四崩注意報

大雪、雪崩注意報

大雪、雪崩、異常低温注意報

大雪、雪崩注意報

大雪、雪崩、暴常低温注意報

雪崩注意報

雪崩注意報解除

。雪崩注意報 132日間 (12/27 11 : 10-5/7 18 : 10) 
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10日5時50分

11日5時55分

，， 16時50分

12日16時50分

15日7時10分

I 
17日1時30分

11 10時30分

23日10時55分

" 1？時25分

25日15時45分

26日10時40分

II 18時10分

27日13時10分

11 19時40分

28日6時40分

I I 5月7日18時10分



2 警報の内容

0 大雪警報、雪崩注意報 12月28日16時10分発表

強い冬型の気圧配置が続いており、山間部を中心に大雪が降っております。これ

から明朝にかけて更に強く降りましょう。なお、 15時現在で白川や北浪で禎雪が

2 71l30CIIIになっており、雪崩が起りましょう。今後、明朝までの降雷凪は平野部で

は5~10CIII多い所で20cm、山間部では 50CIII多い所で 100CIII以上に達する見込みで

す。このため雪崩の起るおそれがあります。厳重に警戒してください。

0大雪警報、雪崩注意報（更新） 12月29日10時10分発表

強い冬型の気圧配置は、明日まで続く見込みで、山間部を中心に今夜にかけても

大雪が降り続きましょう。 9時現在、各地の柏雪砧は河合村237CIII、長爵21oc111、

神岡175CIII、栃尾l35CI//、八幡89CIII、高山llOCIII、板取lOOC/11、樽見55CIII、萩原95CIIIと

なっています。今後、明日朝までの降雪凪は、平野部では所により1oc111、山間部で

は30~50CIII所により80CIIIに達する見込みです。このため雪崩、家屋の破掴倒壊の起

るおそれがあります。厳璽に警戒してください。

。大雪警報、雪崩注意報 1月3日17時30分発表

強い冬型の気圧配置が続いており、山間部を中心に大雷が降っています。これか

ら明日にかけて更に強く降りましょう。なお現在311［を超える軟雷のところがあり

雪崩がありましょう。

16時現在の禎雪は、白川21/160CIII、打保171l95CIII、河合111l99CIII、長滴1?ll9OCIII、

高山85CIII、板取80CIII、栂見58CIIIとなっています。

今後、明朝までの降雪屈は、平野部では 5~lOCIII、多い所で2oc111、山間部では50

C/11、多い所で70~80CIIIに達する見込みです。このため雪崩、家屋の破損倒壊の起る

おそれがあります。厳重に警戒してください。

0大雷警報、雪崩注意報（更新） 1月4日10時20分発表

強い冬型の気圧配置が続いています。このためこれから明日朝まで山間部を中心

に大雪が降り続きましょう。多雪地帯では雪崩が起きましょう。なお、今日 9時ま

での各地の禎雪は白川250CIII、河合207cm 栃尾140CIII、宮之前96Cl/I、板取llOC/11、

八幡50CJII、六厩260CI/I、打保195CIII、長滴196CIII、萩原80CIII、樽見103CI//、宮地41CIII、

美浪31CIII、揖斐川21c111、関ケ原35c111、恵那2Cl/I、高山 107CIII、岐阜21c111となってい

- 14 -



ます。今後、明日朝までの降雪屈は平野部では 5~10CIII、多い所で20rn}、山間部で

は60~80Clll、多い所でlOQC/11以上に達する見込みです。明日には弱くなりましょ

う。このため雪朋、家屋の破損倒壊の起るおそれがあります。厳重に警戒してくだ

さい。

。大雪警報、雪崩注意報 1月5日16時45分発表

現在、県内に発表されている大雪、雪崩注意報を大雪警報、雪崩注意報に切り替

えます。冬型の気圧配置が再び強まってきました。 15時の名古屋レーダーの観測に

よりますと、雪雲は滋賀県、福井県方面から延びて県内へ入っています。このよう

な状態は、これから明日にかけて続きますので全域とも大雪と雪崩には十分な警戒

が必要です。今後、明日昼頃までの降雪鼠は、平野部では 5~1QCIII、所により20CIII、

山間部では40~5QCIII、所により80CIIIに達する見込みです。このため雪崩、家屋の破

損倒壊、軍線着雪の起るおそれがあります。交通機関は厳重に警戒してください。

なお、今後の気象通報に十分注意してください。

0大雪警報、雪崩注意報 1月7日10時00分発表

強い冬型の気圧配趾はなお続く見込みで、平野部でも今夜にかけて大国が続きま

しょう。 9時現在の各地の禎雷は、白川385CIII、河合251CIII、椿見126Clll、高山120CIII、

関ケ原 103Clll、岐阜 13CIIIとなっています。今後、明日朝までの降雪試は、平野部で

は10~20CII/、所により40Clll、山間部では30~40CIII、所により70Clllに達する見込みで

す。このため、雪／的、家屋の破損倒壊、電線着雪の起るおそれがあります。厳重に

警戒してください。

0大雪警報、雪崩注意報 1月11日7時50分

現在発表されている大雪、雪崩注意報を大雪警報、雪崩注意報に切り替えます。

強い冬型が続いています。このため山間部はもとより平野部でもこれから大雪とな

るおそれがでてきました。このような状態は明日まで続く見込みです。なお禎雷の

多い地方では雪崩にも十分な注意が必要です。今後、今夜半までの降雪凪は、平野

部では10~20Clll、所により30cm、山間部では40~50CIII、所により70Clllに達する見込

みです。このため、雪崩、家屋の破損倒壊、電線着雪の起るおそれがあります。交

通機関は厳重に警戒してください。
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第 4被害の状況

1 総合被害状況 （単位：千円）
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635,507 
781,391 
37,749 
1, 466 

10,840 
281,561 

10,000 

216,000 

2,765,257 

林
林
山
治
苗
森
林

一ロ
＂ 

――
-
0
0
-，
 

，
 

8
 
2
 

128,600 
II散l

物
設
地
設
設
宙
道

施
産
産

施
施
被

山
畑
林

28カ所
3カ所

24,514 ha 
100カ所

32,523 
29,503 
219,000 
16,807 
2,626 
7,754,173 
358,031 

241,4面 II 係！被忠額計• 1 -| 8,412,663 
三土:公共1 45カ所 202,060

24,650 II木砂防 1公 共I 1カ所I

ー関迎路公 共I1,267カ所I7,983,156 
6,6竺係橋梁 1公 共 5カ所1 44,500 

被杏額計•l------=-7 s,230,676 

文教関係1(``ーロ 654,2函うち建物 52棟
ご

県有財産被唐額 一

960 

2,442,961 I 

93,250 25,907 

被 害 額 合 計 23,156,145 
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2 市町村別被害状況 （単位：千円）

口平田町竺竺/ー関原tl揖斐：谷汲5

一部破担
棟（批帯） ＿， ー 一i _ 72(72) 89(89)104(104) 29(29) 69(69) 

般 I 人 - 267 367 396 150 250' 
非住家棟 _| ＿ ＿ - 52 82 45 18 95 

I―-- -- --------
-1 -I -I -I 12,4001 17,1001 14,900I 4,7001 16,400 

二I ニニニニニニニ尋
一i

-I 131 411 41 9 
-I -I -I -I 38,490! 947,270! 15,0001 9,000 

32,4361 3,0001 -I 3,0001 26,0001 -I 24,1441 110,0611 13,276 
-I 3221 4.4001 2,430 

-I 2,850I -I -I 6351 4,566 

―’ 

被 唱： 額

社会価祉関係 被施習設額

医旅衛生関係 施被出設頻

商工業関係 施被習設額： 

観光施設関係 喜宙喜

産

産

業

産

畑

股
田
施

股

畜

蚕

水

耕

地

農

業

関

係

被専額

被者額

被宙額

被宙額
被止｛額

被当額

32,4361 3,0001 -I 3,0001 2s,ssol -I 24,466l 11s,095I 20,2121 

3801 -I 2,6401 - -I 2,532 
4,2751 -I -I 1,6811 22,7431 9,0631 4,4461 5,8141 53,010 

ニニ1 ニニニニニニニ
1 1 

10,000I -I 7,0001 -

4,6551 -I 12,6401 1,8811 29,7431 9,0631 4,4461 5,8141 55,542 

ニニニニニニニ1 ニ
ニニニニニニ 2,2381 266 
_ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ - -

被甚額 _ 2,230 260 -

文教関係施設
_ - - - - - _ ＿ 6 

、：習ご三 ニ一三ーロー三一三』翌 ］一弓I
県有財産被唱額 ＿ -I 5181 551 

- --- -- -----1 
被害総額 37,0911 3,0001 12,6401 4,as11 10,9931 64,653p,014,so11141,3881102,065 

被 唐 額

業

関
山

係 ， 林

頷
額
所
額
所
額
所
額

雷

宙

沓

習

．

被

被

力

被

力

被

力

被

地

遥

林産物

林I森林
治山施設

被 岩 額

河

土
＇砂
木

関＇
道

係 橋

所
額
所
額
所
額
所
額

宙

宙

宮

宙

力
被
力
被
力
被
力
被

川

防

路

梁
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二 大野町 池田町 春日村 久瀬村 籐橋村 坂内村 徳山村 北方町 本巣町

死 者 人
誼偏者 人 3 2 1 

住 軽似者 人 1 

全 壊 棟（人世楷）

家
半 壊 棟（人世帯） -- 1(15 ) 

等 床上没水 棟（世人帯）

床下没水 棟（世人帯）

一部破狽 棟（人世帯） 17(1790 ) lll(lll413 ) 8(823 ) 20(2060 ) 21(241) 6 21(251) 2 
49(49) -- 17(1785 ) 

般
156 

非住家 棟 31 48 4 16 5 8 15 

被 宙 額 4,800 15,900 4,200 2,000 3,700 2,600 5,700 3,200 

社会拙祉関係 施被習設額

医縦術生関係 施被害設額

商工業関係 施被習設額 46,184 0 3,2Gb 605 47,005 0 26,1024 0 4,505 

観光施設関係 施被古設額 1,006 -- 10,6252 0 

股 産 被唐額 28,242 210,514 48,074 9,549 1,500 38 

股 畜 鹿 被宙額 500 100 1,590 
蛮業 被古額 4,470 1,303 1,970 

業
_715ーが一産 被沓額 1, 350 2,500 

関
耕地 1施田 設畑

被宙額

被宙額 5,000 20,000 69,000 
係
被 也 額 28,242 211,014 49,524 14,019 7,500 22,803 69,000 3,598 

林産物 被唐額 ”’ 1,026 765 2,334 114 2,860 

林
癖 林 被盟額 684 142,272 47,025 55,575 69,255 45,828 - 11,628 

治山施設 被カ唱所額
菜

山地 被カ祖所額
1 1 1 1 

関
8,000 4,000 2,500 5,000 

林迎 被カ宙所額 -- 31,125 7 6,39t 
係

被 習 額 761 151,298 47,790 93,036 78,153 50,942 - 14,488 

河 JII 被カ宙所額

土
砂 防 被カ宙所額

木
被カ沓所額 -- 22,2106 0 

13 15 
40,3124 0 

84 
関
道 路 14,110 11,455 259,320 

橋 梁 被カ沓所額 2,006 係

被 習 額 - 22,200 14,110 11,455 42,320 259,320 

文教関係 被施宮設額 6,506 5, 80} 13,622 5 尋 50~ 

県有財産 被施也設額 碕 羞 疇
被 害 総 額 85,722 230,875 229,300 131,012 166,066 150,876 385,462 130 21,286 

-18 -



糸貫町 根尾村 高窟町 伊自良村 美山町 関市 美浪市 洞戸村 板取村 武芸川町 武儀町 上之保村

3 4 
1 1 1 
_ - 1(16 ) 

ニ1 □i _二11 
7(278 ) 14(1455 ) - 3(311 ) 

- 1 
73(2366 ) 

1 26 25 

800 4,000 300 11,800 

-- 23,304 0 

9,770 - 11,826 1,435 3,150 1,500 
150 10,600 3,528 520 14,935 300 
5,658 7,200 4,094 
900 1,200 

5,000 

9,920 22,158 22,554 520 20,229 1, 435 3,150 300 1,500 

1,053 1, 500 1,200 207 220 1,402 149 
- 150,651 8,550 95,076 - 25,308 21,375 206,559 5,643 5,472 

｀ ”’”/ 

- 151.704 - 10,050 96,276 - 25,515 26,595 207,961 149 5,643 5,472 

4,506 

64,4460 8 

68,968 
~～ 

ー 三 三 一
10,915 246,830 22,554 10,870 151,605 1,435 28,665 29,095 210,461 149 5,643 5,672 
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----
区分

-←～匝町村 I八幡町 1大和村 1白烏町 I莉鷲村 1美並村 1明方村 1和良村 I靡茂靡 1宮加町
～ 

5
6
)
2
 

ー,＼ ー切

叩

切

切

即

人

人

人

世

人

世

人

批

人

枇

人

批

人

棟

耶

耶

耶

耶

耶

者

者

者

股

壊

水

水

担

家

住

没

没

破

上

下

部

似

偽

死

m
軽

全

半

床

床

一

非

，
 

住

家

等

一

般

314 

5

1

 

E
'△
 

_ ＿ 1(1) 1(1) 
_ ＿ 2 2| 
- 1(1) - 1(1) 
- 4 - 2 
-I -ll50Cl50ll 1(1) 
-I -I 450I 3 

35(35) 36(36) 205(218) 57(57)| 7( 
1351 150I 8041 248 
391 461 390I 841 

_, 1(1) 

31 

114ゅ
18232

,＼、.,．‘

1

3

 
4
 
)
8
3
 

-＿
7
3
 

812 

6(6) 
19 
23 

被也額 14,4001 9,2001 78,8001 93,9001 1,0001 10,6001 2,900 

社会福祉関係

医旅循生関係

商工業関係

観光施設関係

産

産

業

産

畑

設

股

畜

蛮

水

農

業

一
被

田
施

耕
地
関

係

設

額

設

額

設

額

設

額

額

額

額

額

額

額

宙

習

宵

宙

―

也

宙

也

者

宙

宙

施

被

施

被

施

被

施

被

被

被

被

被

被

被

1
0
0
1
5
0
2
0
0
 

0

ふ

川

，
 

2
0
1
6
5
 

11,343 
41,770 
14,590 

2
2
6
6
9
0
 

3

3

 

9

9

 

1

3

 
6
 

8 
50,000 

43,967 

霜i
―,2,500 

4 
25,400! 
5: 
| 

―,11,300! 
77,295 
8,445 
13,719 
33,000 

温
謳
塵

2
6
1
7
 

ー

Bl 29,30~1 13,lOt 3,8001 29,3001 13,100 

9,192 
1,000 
11,528 
19,416 

―I 31,865 
-1 11,838 

4,750 
6,000 
6,400 

―,1,985 
640 

116 

祖額 67,703158,1701 132,4591 27,7361 10,1921 74,6471 17,1501 1161 2,625 

林産物被也額 ＿ 9,8211 15,4431 -I -I 9921 -I -I -
林
森 林被宙額 642,83~ 371,0731 298,3511150,4511 95,4781 346,4871 227,8311 -1 -

カ所 _ - - ＿ - - - ＿ _ 
治山施設被宮額 ― ― _ ＿ - - - _ -

業 カ所 4 1 3 _ ＿ _ _ ＿ _ 
山 地被宮額 41,500 2,500 16,500 - ＿ ＿ _ ＿ ＿ 

関 カ所 ー 2 _ 5 _ ＿ ＿ ＿ ＿ 

係林 逍被宙額 ー 6,651 - 4,846 

被唱額 684,3331390,0511 330,2941155,2971 95,4781 347,4791 227,831 

カ所一ーー一
河川

被沓額 ― - - -
土 ヵ所一＿ ＿ ＿ ＿ 
砂 防

木
被習額 ー ＿ ＿ ＿ ＿ 

逆 路力所 2 2 39 17 1| q 
閃 被嗚額 1,9001 1,9101 25,8101 15,2301 10,00DI 7,060 

カ所 一ー 1 -
係橋 梁被宮額 ― - 6,000 _ ＿ 
被也額 1,9001 1,9101 31,8101 15,2301 10,0001 7,0601 _, _, -

- - →~ -，”-

文教関り贔贔ー属 二224,67§ ニ一三1-1 二i----
施設 1 _1 2 - - 1 -

県有財鹿被宮額 80 91 -I 3511 -

被害総額 856,324509,331 862,842 328,863| 120,470 469,437 260,981| 116| 2,625 

-20 -



七宗町八百禅町白川町束白川村可児町瑞浪市土岐市坂下町川上村加子母村付知町 福岡町

―--- I―-I―-I―-|ー-I―-I―-I―-I―-I--l
ニコニI 二1 二1 二1 二1 二1二1 二1 二1ニ

ニニニニニ 2(2) 2(2) 4(10) ＿ 
101 21 321 -

ーニ—ーニ ＿ ＿ーーニ--ニ ---=--_]1--= ＿ーーニ
_ _ - -. ＿ - - - 500 200 1,000 -
-= ----~—-~ _—―言---=―――二
- - - - - - _ ＿ - 200 - -

-1 -1 31 21 
-I -I 8,300! 13,500 

- - - _ ＿ _ ＿ - - - - _ 
_ - - - _ --- _ ＿ ＿ --- - -

—□--ニ--二：一ーニ---=--二—-439-----= 100-［函―—―二 ＿ 
_ - - - - - - - 50 5,882 - -
_ ＿ - - ＿ - - - - 1,136 _ _ 

- - - - - - - - - - - -
-I -I -I -I -I -I 4391 -I 1501 8,6471 -I -

-I 2,sool -I -I 3,0001 4,6171 -I -I -I 221 -I -
6,1561 9,sa2I 16,2451 25,6501 -I 5,8191 3,7441 2,9011 4,1041 23,2991 13,4511 3,420 

_, _, _, _, _, _, _, _, -, -, -, -
_, _, _, _, _, _, _, _, -, -, _, -

_ ＿ ＿ - - - - -1 _ ＿ ＿ -
- - - - ＿ ＿ 

6,1561 12,3821 16,2451 25,6501 3,DDDI 10,4361 3,7441 2,9071 4,1041 23,3211 13,4511 3,420 

_, _, _, -, -, -, -＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

_, _, _, _, _, _, _, -, -, -, -, -

---= ―ーーニーーニ--二---= _--二---=--二---= _ 
三三三三三：三三三三三三
, ＿ー一ニ ―一ーニ—~ーーニ——そー一三一—そー—三ー一三ー一三_ ＿ - - - -

_, _, _, _, _, -, -, -, -
-- ---------1--1--1------
6, 1561 12,3821 16,2451 25,6501 3,0001 10,4361 4, 1831 2,9071 4,7541 40,6681 27,9511 3,420 
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＼区分ヽ~-市-町--村
山岡町 明智町 串原村 上矢作町 萩原町 小坂町 下呂町 金山町 馬瀬村

死 者 人

重｛秘者 人 1 3 1 

住 軽傷者 人 -1 1 

全 壊 棟（世人術）

家
半 壊 棟（世人幣） ， 

_ - 1(11 ) 

岱、3' 床」：没水 棟（世人楷）

床下没水
棟(人1U.. 1 il) -- 1(12 ) 

一部破担 棟（人世楷）
- 2(2) 1(1) - 9(9) 

般
6 3 36 

非住家 棟 23 14 5 17 

被 沓 額 2,500 1,600 3,500 2,600 

社会稲祉関係 被施当設額 65} 

医旅循生関係 被施習設額

商工業関係 施被宙設額 -- 163,311 50 23,760 ？ 13,306 8 3,306 

観光施設関係 被施苫設額

股 産 被宙額 1,300 4,630 1,178 9,896 3,038 1,120 

農 畜 産 被唐額 - 79,972 5,428 1,840 - 10,580 

蚕 業 被宙額 8,128 6,220 14,300 2,475 9,003 
業
水 産 被沓額 6,800 8,000 13,780 

関
耕地 1施田 畑設

被宮額

被習額 8,000 
係
被 営 額 1, 300 - 99,530 28,826 39,816 5,513 20,703 

- -ヘ
林産物 被宵額

林
財： 林 被雷額 2,736 2,907 3,078 6,840 201.214 115,034 190,146 102,247 114,853 

治山施設 被カ唐所額
業

山 地 被カ宵所額
関

係
林 迫 被カ唐所額

彼 礼f 額 2,736 2,907 3,078 6,840 201,214 115,034 190,146 102,247 114,853 

河 Ill 被カ宮所額

土
砂 防 被カ苫所額

木
近 路 被カ祖所額 6,001 0 27,8157 5 1,665 6,000 1 

杖l
橋 梁 被カ喝所額係

被 唐 額 6,000 27,855 1,667 6,000 
r ← 

文 教関係施被宙設額 一一 1,945 

貼有財廂 被施宵設額 一一

472,贔9901197,0ニ75 246, 7--70| i 1 109,15021 0 7 --- ---- - - ---- l… 

被 害総額 4,036 2,907 3,078 6,840 150,046 
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！ I翡山市
1 

丹生川村 梢見村 荘川村 白川村 宮村 久々野町 朝日村 高根村 古川町 国府町 河合村

1 1 
8 5 2 

？ 2 7 2 

-- 1(1) 3 

-I 1 1(1) 2(2， ) -- l(13 ) 
- 3 

-- 6(623 ) 7(726 ) 

-- 7(733 ) 1(12 ) - 55(55) 2(2) 22(22) 
157 8 86 

6(6 1 ， ) 1(1 2 ) 1(1) 2 26(2692 ) 13(13) - 2(2) 1(1) - 54(54) 14(14) 9(9) 
57 7 1 199 51 33 

16 5 1 47 84 6 1 123 39 16 

8,200 600 200 10,300 10,400 3,100 800 200 - 29,200 12,500 11,700 

尋 3,006 

磁 1, 77} 
1 
971 

23,510 50 1, 00} -- 236,9188 6 3,006 -- 59,6242 8 116,210 50 14,000 2 

誠 誠 1,006 4,006 

81,123 13.440 41,017 24,373 12,280 287 183,498 2,100 - 207,383 136,741 21,194 

4,394 11,245 7,370 1,324 2,700 1.200 6,640 3,704 2,700 11,765 12,147 2,300 

24,904 69,077 1,628 1,536 4,452 12,075 482 14,317 3,225 11,796 
- 54,990 2,300 2,500 - 67,063 

5,500 1,400 900 
3,500 23,000 2,500 2,500 3,500 7,400 

115,921 93,762 105,005 29,197 41,680 5,523 199,590 17,879 6,682 233,465 152,113 110,653 

600 600 2,126 1,500 4,972 

161.154 470,621 320,814 379,002 435,789 64,637 175,605 96,419 38,475 225,254 214,722 397,293 

6,64~ 1, 53} 8,621 5 

7,005 3,006 15,000 - 31,000 

-- 183,6398 5 -- 87,3361 7 

161,754 470,621 328,414 379,002 621,613 64,637 175,605 100,919 60,122 226,789 219,694 524,285 

-- 140,4361 0 54,3102 0 

966 

60,9102 0 40,0264 2 209,0769 5 106,1431 8 959,15397 5 1, 12i 18,7135 2 66,210? 0 337,8623 8 85,9338 6 4,053,25777 3 

1,505 
/// 

60,900 40,062 209,065 106,138 961,095 1,)20 18,732 66,200 478,288 141,196 4,053,577 

6,155 7 185,052 0 68} 5,470 3 三 155,2切2 

2,436 17,7236 7 贔 2,3闘
. 

379,562 606, 04fi 660,421 710, 187jL874,983 73,260 380,115 137,730 133,004 1,035, I 97j 654,032 4,870,436 
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I I I 区 -分～一、市、～町～村~— 宮川村 神岡町 上宝村

死 者 人 3 3 
軍偽者 人 3 16 3 

住 軽偽者 人 23 1 

全 壊 棟（世人帯） 1(12 ) 

家
壊 棟（世人楷） 5(511 ) 4(48 ) 半

笠＂． 床上没水 棟（世人術） -- 1(413 ) 
I 

床 下没水 棟(1人且•11} ） 4(413 ) 25(41463 ) 1(13 ) 

一部破担 棟（憔人術） 15(1456 ) 33(31322 ) 9(935 ) 
般
非住家 棟 2? 112 30 

I 被 習 額 26,600 34,900 4,000 

社会福祉関係 施被杏設額

医縦術生関係 施被宮設額

I商工業関係 施被宵設額 6,506 327,638 5 18,25， 0 
観光施設関係 被施宙設額 5,00~ 58,802 0 356 

股 産 被宙額 22,638 43,756 52,089 
股 畜 産 被宮額 22,130 13,482 7,160 

業
蛮 業 被習額 11,694 8,148 17,802 
水 産 被宙額 75,380 400 

関耕地1田畑被宮額 2,200 
係 施設被宙額 30,000 27,600 9,000 

I被也額 161,842 95,186 86,451 

445,532 193,082 157,405 

33,002 0 10,001 0 18,003 0 

32,8103 0 5,135 8 

被 忠 額 511,332 208,220 175,405 

河 l 1 | 被カ習所額 2,806 
土
砂 防 被カ宙所額

木
被カ宙所額 324,6?55 0 823,15344 9 378,0714 4 関

逍 路

係
橋 梁 被カ宙所額 -- 10,001 0 25,001 0 

被 古 額 324,650 836,344 403,014 

文教関係

被被施施宮宙設額設額
11,404 0 

｀ 
1, 00} 

肌有財産

被 害 総 額 1,047,32411,567,534 688,470 
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3 被害の概要

今回の棗雪災害は、被災期間が長期にわたり林業、土木関係を中心に大きな被害を

うけた。昭和38年の38棗雪災害では死者7人、負傷者4人であったのに対し今回の哀

雪では死者9人、負傷者 163人にものぼる多数の縞牲者を出した。

被害額でも 231低5,614万5千円と38豪雪の34｛意3千万円を大きく上回り、県下の

雪による被害としては史上最大のものとなった。主な被害の内訳をみると、住家等被

害は全壊4棟、半壊18棟、床上浸水16棟のほか床下浸水、一部破損などが3,989棟に

及んだ。また、ほぼ県下全域に被害を及ぼした林業関係と土木関係の被害とがともに

80億円をこえたのをはじめ農業関係被害が27低余円、商工関係被害が24低余円、文教

関係被害が6億余円などとなっている。

被害のあった地域は県下の75市町村にわたり、とりわけ被害の大きかった町村は河

合村48位余円、白川村18低余円、神岡町15低余円、宮川村 古川町、関ケ原町では10

低余円にのぼり、これらを含めて 1｛意円以上の被害を被った市町村は、 38市町村にも

及んだ。また、支部別では飛騨支部管内で148倣余円と被害総額の64.096を郡上支部

管内で34低円 14.7形を占め、飛騨、郡上支部管内で被害総額の約80形を占めること

となった。

(1) 人的被害

死者は男性7人、女性2人の 9人でその状況は次のとおりである。

12月29日2時頃 宮川村小谷で雪崩が発生し、住家がおしつぶされ就哀中の夫

婦が生き埋め

12月29日9時頃 神岡町茂生の国道41号線で雪崩がトラックを直撃し、新猪谷

ダム湖に転落

1月7日17時10分丹生川村旗鉾で見回り中、股業用水に転落

1月11日15時20分 古川町信包（のぶか）で物個小屋の雪おろし中の女性が転落

1月14日9時30分 関ケ原町の関ケ原石材（株）工場の雪おろし中、屋板をつき破

って転落

1月23日18時 宮川村宮川で除雪中に打保ダム湖に転落

2月15日19時30分 神岡町漆山の国道41号線で雪艇がトラックを直撃し、問原川

に転落

2月17日16時頴 神岡町蔵前で除雪中に屋板から落下した雪塊が直撃
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負似者は重傷が86人、軽偽が77人で、これらは屋根の雪おろしあるいは道路の除雪

作業中の事故によるものが大部分を占めた。

(2) 住家等被害

住家の被害総数は 1,575棟、 1,616批帯、 5,898人に及ぶものであった。これらは多

鼠の租雪や雪崩による全半壊などのほか、雪が側溝をふさいだこと等による床上浸水、

床下浸水の被害である。そのほか雪おろし作業が後回しになったことによると恩われ

る非住家の被害は 2,414棟であった。

(3) 社会福祉施設被害

八幡町で老人いこいの家が全壊したのをはじめ谷汲村、加子母村、馬瀬村、白川村、

国府町において保育所、保育園、町民いこいの家に被害があった。

(4) 医療、衛生施設被害

八幡町で簡易水道の配水管が破損し、 806人が影態をうけたのをはじめ、白烏町、

白川村、国府町、河合村で診療所等に被害があった。

(5) 商工業関係被害

被害件数275件、被害総額24低4,296万1千円にのぼったが、このうち中小企業者の

商工関係被害状況 （単位：千円）

般 被 署 共同施設被唐 被 祖： 計

区 分
建 物、施そ 設 製仕品、掛商品品
全 翠＿1 の他 件数 被孔｛額 件数 被習額

件数 1被忠額件数 1被唐額 件数 1被唐額

繊 維 4 10,800 11 8,930 15 19,730 
工 機械金1/ll 3 19,200 18 260,820 21 280,020 
中
木 工 27 309,160 29 110,130 7 26,730 1 15,335 55 461, 355 

小 業 紙 1 580 1 580 

その他 18 738,048 27 109,132 3 1,500 44 848,680 
企 商 業 ？ 44,090 16 16,600 1 400 1 l, 700 24 62,790 

業 鉱
業 1 13,750 1 11,000 2 24,750 

サービス業 33 26,080 37 85,750 1 2,500 70 114,330 

者 そ の他 11 56,500 12 63,300 4 2,500 1 2,500 23 124,800 

計 104 1,217,628 152 666,242 16 33,630 3 19,535 255 1.937,035 

エ｛繊維 3 59,000 1 400 4 59,400 
そ 業機械金屈 8 126,486 3 16,060 11 142,546 
の
他 鉱 業 1 120,000 1 180,000 2 300,000 
の サービス業 1 1, 300 1 1,300 

書その他 2 2,680 2 2,680 

:ll 14 308,166 6 197,760 20 505,926 

合 計 I1181 I, 525'7941 1581 864,0021 1 6| 33,6301 31 19,5351 275[ 2,442,961 
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被害が19｛意3,703万5千円と全体の8096を占めた。

また関ケ原町、神岡町、白川村、萩原町、国府町などでは工場、体育館、倉庫など

の倒壊や機械の損壊などにより大きな被害があった。被害状況は表のとおりである。

(6) 観光施設被害

神岡町でスキー場のヒュッテが全壊したのをはじめ、高殻村、藤橋村などのスキー

場、キャンプ場に被害が目立った。

(7) 農業関係被害

被害は美猿平坦地域を除く全域に及び、とりわけ、もも、桑などの樹体、農作物の

被害で全体の5196を占めたが、施設園芸等のピニールハウス及び股業施設が各地で倒

壊したほか鶏、豚、牛が圧死したり旋礁池のマス、アマゴ、コイが窒息死した被害も

あった。市町村別では古川町、池田町をはじめ10市町村で被害額が 1似円をこえた。

被害の状況は、次のとおりである。

農業関係被害状況 （単位：千11])

区 分 l｛牛数 1被唐額 区 分 1数批 I配暉i I I I 

共耕種関係 5件4 13,693 麦頻 536t 88,074 

同畜戟関係 69 42,445 

施利用 蛮糸関係 6 10,550 
股 果樹 947t 271,269 

花きー 31,564

施 園芸槻係 LC 170,320 作 者t 9 I 17,224産設
切9以9 工芸作物 11 I 32,000 

小〗I· | 1, 137| 237, 008 
桑 63.5t 142,853関

耕種関係 209 22,718 物飼料作物 4 I 22 水

9i 設共「・畜産●● 勾茄5，皿作 小 lllI -I 635,507係産

寂糸関係 164 53,306 樹果樹 226ha 279,220 物"" I 
設 園芸関係 2,140 206,306 茶樹 4081氾 378,611 合 計¥292,401 

小計. 1 2. 7331 538. 140 桑樹 316加 123,560
区 分贔I数批 1被宙額

i 畜産関係「ー： 39呪物体，，ヽ計 1，叫甑潤l 殷●●失Ii届所；1隣贔・呵. 9：0^  ：,： ooo 蚕糸関係 500 
家家畜 ー 31.565耕畑流失

その他 11,340 
畜畜産物牛乳54t 6,184 地地 小計

等 小計 1 - I I 37,749 水 路箇所 52 172,200 
等 小計 15,595 

等在庫品 1飼料 1,466 愧業〗股 氾 路箇所 3 3,800 

合計＼ 3,8811790,743 合計 I - j l,456,113i I 係 橋梁箇所 4 40,000 

小 ill I箇所| 591216,000 

I I合 計 1箇所I 67[ 226,000 

総 合 計 I 2,765,257 
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(8) 林業輿係被害

被害は梢雪の多かった飛騨、奥美談、奥揖斐地方を中心に67市町村に及び被害額で

84｛意 1,266万3千円にのぽった。

特に折損、倒木の森林被害が77｛意5,417万3千円と林業関係被害の90形以上を占め、

その被害而禎は24,514/taとなった。その他林道の決壊、山地の崩壊による被害も目立

った。

市町村別では八幡町が 6低8千万余円と最も多く、白川村、河合村、宮川村で5低

円をこえた。

被害の状況は次のとおりである。

林業関係被害状況 （単位：千円）

区 分 1 数枇 i被；l{ 額 I 備 考

林
木材関係 L636m'I 31,203 
薪炭関係 ー 120 木炭 1,200kg

産特産関係 ー 1,200 しいたけ 600kり

物
； ・

小 iI• 1 - 1 32, 523 | 
I 

I 

I 林産施設 （特産関係） 1 - 1 29,503 1 -

山 新生 WJ痰地

拡大崩壊地 I
25カ所 1 197,ooo 開塁蹟は
3カ所 22,000 山腹 0.38ha

地
- - • 

小 t|． | 28カ所 1 219,000 | 
治山施設 3カ所 16,807 

苗畑施設 4カ所 2,626 

森林被也 24,5141氾 7,754,173 

林 I公 1迎 路 1 23路線98カ所 357,905 延長 4,978191

共 （うち橋） （2路線2カ所） I 
I 

(45,222) I （延長 77911) 

追 I 小 i1 | 25路線100カ所 1- 358,031 l 延長 5,038m 
I 

・ 単独 1道 路 1 2路線2カ所 | 126 延長 609U 

総合計| s,412,663 I 
I 

(9) 土木関係被害

異常な梢雪により道路被害を中心に82倍3,067万6千円の被害となった。

特に河合村では、道路被害273カ所40似5,358万円と県下全体の土木被害の約5096を

占める被害となったほか、白川村、神岡町ではそれぞれ10億円ちかい被害をうけた。

また、融雪出水や雪崩等により、河川や橋梁などの被害もあった。
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被害の状況は次のとおりである。

公共土木施設被害状況 （単位： ／牛、千円）

～＼＼区分

軸腐＼」河
県 工 事 市町村工事

川 1砂防 I追路 1栂梁I計 河川 1迎路 1橋梁| 91~ □__1 
：濯ロニニ← =123:：；；
八幡 1：害： □1 - 50 -1 50! - 20--i] 21 

-I 54,0401 -I 54,04□1 -I 7,8701 6,0ool 13,870 
萩原 1件数 ― - 20l -1 
被宙額

I 20 - ＿'-
-I -I 41,5221 -I 41.5221 -I -I -

一 件数 1
翡山 1被宙額 ニ ニ1,296,：：： 1 50: 1,297,：:：I 二： 165 4:［I 二 165,4:]
古川
件数 391 11 5471 -I 5871 51 1151 21 122 一 被宙額 1186360 96015,530,2931ーニ 5717,613111200い口I-35000 519,456 

計―□― `39 111,020 211,0621 62471 31 256 
i 被害額 186,3601 96ol 1,108, 1341 3,5001 1,299,5541 15, 1001 874,4221 41,0001 931,122 

＼一区分 県市
土木、，
事務所 ＼＼＼～河川 I砂防l

大垣
件数 —I -
被沓額 一l — _j_j 

揖斐｛牛数 11 ― 
被習額 4,500 -I 

八幡1:宙:Iニ ニ1
萩原件数l_ ＿ 20 
被宙額 ― -I 41,522 

麻山：杏： I ロ ニ1,461,：：:
古川｛牛数 44 11 6621 
被宵額 197,5601 9601 6,003,549 

計 1件数 45 1 1,267 
被害額1202,0601 960 7,983,156 

"＂ 
合

ー

1

0

1

。
＿
一
ー

令
“村

[

-

―

一

碑

繹

3

0

0

 

3
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3

3

7

1

 

6

0

 

路

g

l

A
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2

2

1

 

J
 

1

6

 

旧

逍

4

6
 2,230 

185 

418,6331 

?1 

67,910 

20 
41,522 

11 32? 
1,5001 1.463,312 

21 709 

35,0001 6,237,069 

51 1,318 

44,5001 8,230,676 
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(10) 教育関係被害

被害は47施設、 6低5,423万円となった。この内訳は、小学校20校3,602万円、中

学校13校3億4,316万円、高等学校9校 2億 3,855万円などであり、特に大きな被害

をうけた施設は次のとおりである。

0荘川中学校（荘川村）

1月4日午前5時50分頃、屋内体育館 (937面）が雪の重みで倒壊。このほか設備

を含めて 1｛意6,505万円の被害をうけた。

。郡上北高等学校（白烏町）

1月5日午前11時55分頃、屋内体育館 (1,350面）が雷の重みで倒壊。 2低2,467

万円の被害をうけた。

被害の状況は次のとおりである。

教育関係被害状況 （単位：千円）

39
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(11) 県有財産被害

種畜場（消見村）の牧柵が壊れたほか庁舎の破損や作業小屋の倒壊等18施設で被害

をうけた。
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第 5 交通の状況

1道路

県下の各幹線道路は、天生峠、安房峠等冬期閉鎖する道路を除き、ほぼ通行が確保

されていたが、年末、大陸からの媒気団の製来に伴う大凪の降雪により各地で通行不

能箇所が発生し始めた。

国道41号線で最初に通行規制が行われたのは12月28日であった。その後、 90日余に

わたり富山県檄において通行規制が行われ、東海と北陸の物資の流通に大きな支障を

きたした。この間12月28日と 2月15日には神岡町の国道41号線で雪崩が通行中の車を

直撃し、巡転手が死亡する事故がおこった。建設省高山国適工事事務所では人工雪崩

をおこす等、早期開通に努めた結果3月28日にようやく全線規制が解除された。

一方、国道156号線では12月27日9時に荘川村牧戸、白川村平瀬間で最初の通行規

制が行われた。奥美浪、荘白川の住民の生命線ともいえる道路の規制は大きな混乱が

予想されたため、土木事務所の必死の除雪作業、あるいは陸上自衛隊の応援により緊

急車両の通行を確保した。しかし、雷胆の危険のため一般車両の通行は 4月23日まで

118日間の長きにわたって規制された。

その他の主要遥路においても各所で、通行規制が行われ、最悪の 1月7日には県笞

理道路だけで31路線33区間329kmが規制された。

- 31 -



(1) 国道の通行規制状況（知事管理国道を除く）

0国道41号線
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(2) 県道等の通行規制状況（知事管理国道を含む）

種 別 1 路 線 名 l 区 閻 I 期 閻 I 備 考

国 逍 156号 I 1ヨ）蹟町白烏～翡鷲村境 56. 1. 5~56. 1. 10 雪崩危険による迎行止
ただし白為～北猿駅間は

1.9に解除

高鷲村正ケ洞～荘川村境 55.12.28-56. 1.17 雪崩危険による通行止

荘川村牧戸～白川村平瀬 55.12.27-56. 4.23 雪崩危険による通行止
ただし、 1.30~2.13、
1.24-3.14、3.18-4.23
の期間は半日規制

: 白川村平瀬～窟山県様 56. 2.14-56. 4.23 雪崩危険による通行止

ただし、白川村平涸～白

川村飯島間は2.24-3.13
3.18-4.23の期閻及び白
川村飯島～岱山県檄liりは
4.18-4.23の期1/jJはいず
れも平日規制

158号 白島町油坂 55.12.28-56. 4.28 

丹生川村久手～上宝村平拗 56. 1. 6~56. 1. 7 

荘川村三谷～梢見村牧ケ洞 56. 2.26-56. 2.27 

303号 坂内村広瀬～県境 55.12.29-56. 3.31 四崩危険による通行止

久瀬村乙原～久瀬村東律汲 56. 1. 6-56. 1.21 四lij危険による通行止

久瀬村東津汲藤～橋村東横山 56. 1. 6-56. 2. 2 2./1/JJ危険による通行止

籐橋村京横山～坂内村広瀬 55.12.29-56. 3.27 竺i／虹危険によるiili行止

360号 宮川村巣之内～1社川村打保 55.)2.28-56. 5. 1 四／虹危険による遥行止

河合村落合～宜川村林 56. 1. 7-56. 1. 8 

宜川村林～県境 56. 1. 7-56. 2. B 貨Jjj危険による通行止

河合村落合～宮川村岸奥 56. 1.13-56. 2.20 

河合村落合～宮川村林 5566. . 33, .24 5-56. 3.27 

361号 翡根村留野原～県境 55. 12. 28 } 56. 1. 29 雪崩危険による迎行止高根村日和田～
高根村留野原 56. 1. 7 

365号 関ケ原町関ケ原～県檄 56. 1. ？ 

関ケ原町関ケ原～県境 56. 1.14-56. 1.21 

地主方要道
八尾古川線 河合村内全線 56, 1. 7-56. 1.19 

古川町野口～県境 56. 1. 8-56. 1. 9 

古川町野口～河合村角川 56. 1.10-56, 2. 8 四崩危険による通行止

古川町野口～河合村ニッ屋 56. 1.13-56. 2. 8 雪崩危険による通行止

古川町野口～河合村小谷 56. 2. 9-56, 3,29 雪崩危険による通行止

節江藤橋線 膝橋村東横山～徳山村塚 55.)2.29-56. 3.19 
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種 別「扇線名一! 備考

四偵J危険による迎行止

奈川野麦両根線

区 間 1期間 l

全線 56.1. 6-56. 3. 19 

籐橋村杉原～県境 56. 3.20-56. 5.10 

全線 56.1. 5-56. 1. 6 

高根村阿多野郷～高根村野変 56.1. 7-56. 1. 9 

高根村阿多野郷～両根村野麦 56.1.19-56. 1.20 因脱危険による通行止

甜根村阿多野郷～甜根村野麦 56.2.16-56. 2.24 雪崩危険1こよる通行止

岐阜白為線 I板取村赤石地内 56. 1.14-56. 3.24 雪崩危険による通行止

大和村名皿部～大和村万場僑 56.1.15-56.11. 18 崩 土

両山八幡線

国府見座線

関根尾線 I根尾村板屋～美山根尾町村界 56.1. 7-56. 1. 8 
尾並坂峠 56. 1. 8-56. 1.19 

明方村奥住～i宵見村大原 55.12.28-56. 1.14 

消見村麦島～r,'i見村巣野俣 56. 1. 5-56. 1. 9 

国府町十三幽帥～上宝村界 56. 1. 5 

全線 56.1. 6-56. 1. 7 

因艇危険による通行止

一般県逆I本巣山東線
神綺岐阜線

籐梱池田線

川合垂井線

芙束捐斐川線

紘山根尾線

上大須長瀬大野
線

大和稲成線

上田八幡線

石徹白前谷線

鮎立恩地線

寒水八幡線

畑佐金山線

御岳山朝日線

落合飛騨小坂停
車場線
惣則裔鷲線

久瀬村西律汲～y；t境
美山町伊住戸以北 56. L 6-56. L 7 

久瀬村九戸坂～久瀬村森下 56. L 8 

藤橋村椿井野～久瀬村西律汲 56.1., ｝56. 1.11 
膝橋村椿井野～久瀬村西律汲 56.1.24-56. 3.23 I 四崩危険による通行止
久瀬村西禅汲～久瀬村九戸坂I56. 1.13-56. 1.23 
春日村川合～垂井地内

春日村川合以西

春日村川合以西

神原揖斐川線 谷汲村有島（峠）

神原西律汲線 1 全 線

久瀬村内全線

全 線

谷汲村舟山～根尾村宇律志 I 55.12.31-56. 3.21 
根尾村板屋～根尾村松田

板尾村松田以北

全 線

全線

白烏町前谷～石徹白

白烏町前谷～石徹白

裔競村内全線

明方村寒水地内

全 線

明方村畑佐～明方村小川

白山美浪線 1 美並村勝原地内

小坂町地内

小坂町落合地内

翡鷲村内全線

麻鷲村鷲見～村界

岩井高山停車場線1 甜山市第1ゲート以遠

56. 1. 6~56. 1. 23 

56. 1. 6-56. 1. 7 

56. 1. 8~56. 1. 9 

56. 1. 5-56. 1. 6 

雪lJJ危険による通行止

56. 1. 6 ~56. 1. 19 

56. 1. 6~56. 1. 8 

56. 1.12~56. 1.14 1 四崩危険による通行止

55.12.31-56. 3.29 四肌危険による通行止

雪li1危険による通行止

四l虹危険による通行止

因崩危険による通行止

56. 1. 6-56. 1. 8 

56. 1. 6-56. 1.22 / 雪1虹危険による通行止

55.12.28-56. 1. 5 

55.12.28-56. 1. 5 

55.12.29-56. 2. 8 四崩危険による通行止

56. 2.17-56. 3. 5 雪1仙J危険による通行止

56. 1. 7-56. 4.22 雪崩危険1こよる通行止

55.12.28-56. 1. 7 

55.12.28-56. 1. 9 

56-1.10-56. 1.s1 1 雪崩危険による通行止

56. 1. 7-56. 2.23 

55.12.28-56. 1.22 雪崩危険による逝行止

55.12.28-56. 1.21 雪崩危険による通行止

55.12.29-56. 1.21 雪崩危険による通行止

56. 1.22-56. 2. 1 

56. 2.16-56. 2.20 I 雷崩危険による通行止
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種 別！路 線 名 区 間 期 間 備 考

一般県逍 1 月ケ瀬神岡線 古川町神原峠 55.12.28-56, 1.29 

古川町太江～神岡町上山田 56. 2.14-56. 2.18 雪崩危険1こよる通行止

神岡町上山田～神岡町柏原 56. 2.14-56. 4.21 雪崩危険1こよる通行止

柏ケ岳公園線 全 線 56, 2.13-56. 2.19 雪崩危険による通行止

長窟神岡線 上宝村長臼～上宝村本郷 56. 1.24-56. 1.29 雪崩危険による通行止

神岡町東雲地内 56. 2.17-56. 4. 7 雪崩危険による遥行止

河合消兄線 河合村荒町～河合村月ケ瀬 56. 1.13-56. 5. 1 四崩危険による通行止

甜見村夏厩～村界 56, 2.16-56. 2.24 雪崩危険による通行止

打保神岡停車楊線| れ|I岡町南平～神岡町森茂 56. 1. 7-56. l.ll 

神岡町森茂以迎 56. 1. 7-56. 1.131 宙崩危険による逝行止

神岡町南平～神岡町伊西 56. 1.13-56. 2 20 雪崩危険による通行止

ア 日別通行規制状況（県管理分）

総 計 国 道 主要地方追 一般限迫
月 曰

路線数 1区閻数 1延区 長間 路線数 1区閻数 1星贋 路線数 1区間数 1厖贋 路線数 1区間数 1届贋
噂 塁 噂 贔 噂 信 カ所 畑

1. 7 31 7 6 18 18 108 
8 27 34 289 5 ， 116 5 6 64 17 19 109 ， 25 28 240 5 6 98 5 6 45 15 16 97 
10 24 26 214 5 6 93 4 4 38 15 16 83 
11 24 26 231 6 7 110 4 4 38 14 15 83 
12 23 25 209 5 6 93 4 4 38 14 15 78 
13 25 27 221 5 6 93 5 5 45 15 16 83 
14 26 29 246 ？ 8 121 5 6 50 14 15 75 
15 24 27 227 6 7 109 4 5 47 14 15 71 
16 24 27 227 6 7 109 4 5 47 14 15 71 
17 23 26 230 6 7 109 4 5 47 13 14 74 
18 23 25 205 6 6 84 4 5 47 13 14 74 
19 23 25 204 5 5 78 5 6 52 13 14 74 
20 21 23 195 5 5 78 4 5 50 12 13 67 
21 20 22 188 5 5 76 3 4 45 12 13 67 
22 19 21 178 5 5 76 3 4 45 11 12 57 
23 19 20 170 5 5 76 3 4 45 11 11 49 
24 18 19 165 5 5 76 3 4 45 10 10 44 
25 18 19 165 5 5 76 3 4 45 10 10 44 
26 19 20 170 5 5 76 3 4 45 11 11 49 
27 19 20 170 5 5 76 3 4 45 11 11 49 
28 19 20 170 5 5 76 3 4 45 11 11 49 
29 19 20 170 5 5 76 3 4 45 11 11 49 
30 15 16 139 3 3 53 3 4 45 ， ， 41 
31 12 13 116 2 2 48 3 4 45 7 7 23 
2. 1 12 13 116 2 2 48 3 4 45 7 7 23 
2 13 14 124 3 3 50 3 4 45 7 7 29 
3 13 14 116 3 3 42 3 4 45 7 ？ 29 
4 13 14 116 3 3 42 3 4 45 7 7 29 
5 13 14 116 3 3 42 3 4 45 7 7 29 
6 13 14 116 3 3 42 3 4 45 ？ 7 29 
7 13 14 116 3 3 42 3 4 45 7 7 29 
8 13 14 116 3 3 42 3 4 45 7 ？ 29 ， 12 13 85 3 3 30 3 4 36 6 6 19 
10 12 13 85 3 3 30 3 4 36 6 6 19 
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総合II llil 遥
主要地方遥 一般県逍

月日 路線数 1区間数膚闘路線数 1区llll数［旦贋 路線数 1区閥数膚贋 路線数 1凶諏濯贋

カ所13 加 力所3 畑
カ所 ／潤 カ所 枷

2.11 12 85 3 30 3 4 36 6 6 19 

12 12 13 87 3 3 30 3 4 36 6 6 21 

13 12 13 85 3 3 30 3 4 36 6 6 19 

14 18 20 116 3 4 34 4 5 40 11 11 42 

I 

15 18 20 116 3 4 34 4 5 40 11 11 42 

16 22 25 180 4 5 79 5 6 45 13 14 56 

17 22 25 175 4 5 79 5 6 41 13 14 55 

18 22 25 188 4 5 82 4 5 41 14 15 65 

19 24 27 191 4 5 82 5 6 45 15 16 64 

20 21 24 179 4 5 82 4 5 41 13 14 56 

21 19 21 166 4 4 78 4 5 41 11 12 47 

22 19 21 166 4 4 78 4 5 41 11 12 47 

23 19 21 166 4 4 78 4 5 41 11 12 4? 

24 16 18 121 3 3 33 4 5 41 ， 10 47 
25 16 17 121 4 4 48 3 4 36 ， ， 37 
26 16 18 146 4 5 73 3 4 36 

， ， 37 
27 16 18 146 4 5 73 3 4 36 ， ， 37 
28 15 17 151 3 4 78 3 4 36 ， ， 37 
3. 1 15 1? 151 3 4 78 3 4 36 ， ＇ ， 37 
2 15 17 151 3 4 78 3 4 36 

; I 
， 37 

3 15 17 151 3 4 78 3 4 36 
， 37 

4 17 19 165 4 5 84 3 4 36 10 10 45 
5 15 17 151 3 4 78 3 4 36 

， ， 37 
6 14 16 141 3 4 78 3 4 36 8 8 27 
7 14 16 141 3 4 ?8 3 4 36 8 8 27 
8 14 16 141 3 4 78 3 4 36 8 8 27 ， 14 16 lll 3 4 48 3 4 36 8 8 27 
10 14 16 lll 3 4 48 3 4 36 8 8 27 
11 14 16 lll 3 4 48 3 4 36 8 8 27 
12 14 16 lll 3 4 48 3 4 36 8 8 27 
13 14 16 lll 3 4 48 3 4 36 8 8 2? 
14 19 21 164 4 5 82 4 5 40 11 11 42 
15 19 21 164 4 5 82 4 5 40 11 11 42 
16 15 16 141 4 4 78 3 4 36 8 8 27 
17 15 16 141 4 4 78 3 4 36 8 8 7 
18 15 16 lll 4 4 48 3 4 36 8 8 27 
19 15 16 lll 4 4 48 3 4 36 8 8 27 

20 15 16 104 4 4 48 3 4 29 8 8 27 
21 15 16 104 4 4 48 3 4 29 8 8 27 

22 15 16 104 4 4 48 3 4 29 8 8 2? 

23 15 16 104 4 4 48 3 4 29 8 8 27 

24 14 15 89 4 4 38 3 4 29 7 7 22 

25 14 15 133 4 5 82 3 3 29 7 7 22 
26 14 15 133 4 5 82 3 3 29 7 7 22 
27 14 15 13.1 4 5 82 3 3 29 7 7 22 

28 13 13 116 4 4 68 3 3 29 6 6 19 

29 13 13 116 4 4 68 3 3 29 6 6 19 

30 10 10 67 3 3 28 2 2 23 5 5 16 

31 10 10 67 3 3 28 2 2 23 5 5 16 

延計 I1,4351 1.575112.6081 3331 3761 5,6801 2871 3591 3,3541 8151 8401 3,574 
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イ 冬期閉鎖区間

路 線 名 I 区 閻 I距離
一般国逍 157号 本巣郡恨尾村黒建以速 13.3km 

158号 大野郡丹生川村久手～（トンネル入口上～平拗峠） 2.1 

158号 大野郡丹生川村久手（上久手橋～平楊トンネル） 5.3 

158号 吉城郡上宝村平楊～平褐峠 5.0 

158号 吉城郡上宝村平視～吉城郡上宝村安房I峠 7.0 

360号 大野郡白川村萩町～天生峠 11.6 

360号 吉城郡河合村天生（長峰峠）～吉城郡河合村天生峠 9.2 

361号 大野郡翡根村留野原地内 2.1 

361号 大野郡朝日村見座（辻）～高山市大島町（美女峠） 8.3 

303号 揖斐郡坂内村川上～八草能 9.0 

主要地方道 39号奈川野麦高根線 大野郡翡恨村野麦（野麦峠～部落） 3. 9 

?2号萩原大原線 大野郡消見村大原～益田郡馬瀬村川上 8.4 

?3号•高山八幡線 大野郡沌見村大原（トンネル入口上）～郡上郡明方村坂本 1.9 

10号八尾古川線 吉城郡河合村ニッ屋～原山 14.0 

21号庄川河合線 吉城郡河合村ニッ屋地内 2.1 

29号鮒江膝橋線 揖斐郡掠山村塚以遠

25号岐阜白烏線 武儀郡板取村三洞地内

52号岐阜白烏線 郡上郡大和村部落～内ケ谷

53号岐阜関ケ原線 揖斐郡池田町片山以遠

一般県道 102号•本巣山東線 揖斐郡久涸村日坂～揖斐郡坂内村諸家

127号 線白山中居神社朝日 郡上郡白烏町 （全線） 2.2 

257号川合垂井線 揖斐郡春日村古屋～岩手峠

270号徳山根尾線 本巣郡根尾村八谷～揖斐郡徳山村下開田 17.8 

292号板取八幡線 武倣郡板取村加部地内

435号御岳山朝日線 大野郡朝日村胡桃島（岳見帥～胡桃島） 4.2 

435号御岳山朝日線 益田郡小坂町落合地内 2.0 

441号掲落線合飛騨小坂停車 益田郡小坂町落合 （鈴閥口） 7.6 

451号白山公園線 大野郡白川村早瀬～大白川 （全線） 13.1 

452号惣則高骰線 大野郡荘川村惣則（部落）～大野郡荘川村一色 6.2 

453号麦島三尾河線 大野郡消見村楢谷～大野郡荘川村三尾河 6.2 

454号宮萩原線 大野郡宮村段～大野郡久々野町無数河 3.0 

454号宮萩原線 益田郡萩原町山ノロ地内 6.3 

462号岩井高山停車場線 高山市生井町（第2ゲート～第1ゲート） 7.0 

472号月ケ瀬神岡線 吉城郡河合村月ケ瀬～稲越 5.1 

473号鼠餅古川線 大野郡丹生川村呂瀬（トヤ峠～呂瀕） 1.1 

476号鼠餅町方続 大野郡丹生川村折敷地（トヤ峠～折敷地） 1.2 

476号鼠餅町方線 吉城郡上宝村袋谷地内 1.4 

477号長倉神岡線 吉城郡上宝村吉野～吉城郡神岡町東匹 2.0 

478号河合柑見線 吉城郡河合村月ケ瀬～舟原 8.0 

478号河合甜兄線 大野郡附見村江黒（村境～部落） 0.5 

479号舟原古川線 吉城郡河合村舟原～吉城郡古川町畦畑 10.0 

479号舟原古川線 大野郡消見村 （全線） 4.9 

482号 新場線田飛騨国府停車 吉城郡国府町（新川～荒田橋） 6.0 
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2鉄道

雪崩や異常な戟雪により国鉄が高山線、越美南線の一部区間で不通となり、年末年

始の帰省客、スキー客等に大きな影態を及ぼした。

特に12月28日夜高山線の坂上一打保間で発生した雪崩のため高山発富山行き普通列

車が立ち往生し、乗客約250人が宮川村公民館に避難して30日朝まで約40時間にわた

り不安な時をすとした。不通状況は次のとおりである。

国鉄の不通状況

泊illl本線

嘉定1}翌2829 30 31『il2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 1 

岱 Il I 

秘谷

坂上

〗心昂ii希lIli:l： ← 一

飛閉I古川

iti [l l ←― 

麟南線

ロロニー丁ロロ

ー~28 29 30 31 l月
駅名＼ 211! 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

北涙

二111ll]．

美濃白秘

郡上八幡

美濃jfj

杉Zグ麿迎休区間を示す
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第 6 孤立集落の状況

連日降りつづく雪により必死の除雪活動にもかかわらず孤立する集落が発生した。

これらはいずれも山間地域の集落であり、自動車等の交通不能地域を孤立集落として

記録した。なかには長期にわたった集落もあったが過去の経験などから計画的な備紫

により、食糧その他生活必需品の不足等の事態はほとんどなかったものの生鮨食糧品

等の供給対策等については今後の課題となる。

孤立集落の状況は次のとおりである。

市町村・ 集落 戸数 人数 ¼9 1011 1213 1415 16 17 18 19 2021 2223 2425 2627 2829 30 31 摘淡

久瀬村 森 l' 5 10 
久戸坂 8 21 

藤橋村 杉）J；i 48 128 

坂内村 川上 67 187 

I 徳山村 l"J 入 39 134 
戸入 68 105 -
．塚 33 lJJ --
栢／,;i 72 228 -

flu.B村 下大径i 5 JI 
/!，¥ i lt 3 6 I I 

％解i1'i
越波 3 4 I I I I I I I ％解iti

咲山町 仲越 7 14 
椿 l 2 

大和村 上神路 15 40 
洛部 18 20 

馬瀬村 JII 上 4 15 

泊兄村・ 江黒 17 67 
大谷 11 42 

河合村 ニッ屈 4 12 | 
臼坂 I 3 
天生 2 8 トー ←・-
）］ヶ瀬 8 19 し— •— 

宮川村 坂下 173 580 ％解ifi
| I 坂上 56 238 

I I I 神岡町 跡ilt川 8 28 
利lik]{,f 8 46 I I I I I | I ！ 

I I I I 打保 7 27 
I I 

沿井谷 7 26 
I I I I I 

阿爪＇保 3 12 ％解ii'i
佐古 6 24 

-l:宝村 凪餅 4 7 
Ill I次 5 18 I 
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第 7 応急対策の状況

1 災害対策本部の設置

(1) 県本部

昭和55年12月26日から降りだした雪はいよいよ本格化の様相を呈し、 12月29日には

雪崩による犠牲者が出るなど各地から被害の怖報が伝えられるようになった。

県は事態を璽視し、特に関係職員による警戒体制を執って応急対策にあたった。年

が明けても雪はおとろえをみせず山間部を中心に各地で200~300CIIl以上の粕雪となり

住家の掴壊等の被害が相次ぐようになった。

このような状況をふまえ、 1月 6日の庁議において気象梢報の経過、軟雪鼠、被害

状況、適路状況等が報告された。

1月7日午前10時には今冬6回目の大雪瞥報が発令されるに至って予想だにしなか

った磁雪により孤立地区が生ずるなど県民生活への大きな影態が懸念されるところと

なり、副知事は15時に緊急部長会談を招集し、 1月7日16時をもって「岐阜県飯雪対

策本部」の設置を決定し、防災関係機関あて下記のとおり通知した。

岐阜県棗雪対策本部の設器について C設附日時昭和56年1月7日16時00分〕

今回の県下における棗雪に伴う被害等の対策を推進するため、副知事をキャップと

して、下記の構成による岐阜県哀雪対策本部を設脱し、各部局の迎絡調賂を図るとと

もに、雪害対策の万全を期することとする。

なお、事務局を消防防災課におく。

構成本部長：副知事

本部貝：総務部長、企画部長、珠災部長、民生部長、術生部長、商工労働部

長、股政部長、林政部長、土木部長、開発企業局長、教育長、警察

本部長

。1月7日19時 第1回本部連絡員会議を開催し、磁雪対策本部設樅に伴なう本部事

務局、各部主管班の体制強化（本部事務局は24時間体制、各部主管班は22時まで連

絡貝2名を配四）、 被害状況の把握と今後の対策について協議

。1月8日13時21分 宮川村打保以北の10集落、 1701仕帯、 600人が孤立し、除雪用燃

料補給のため航空自衛隊に対し大型ヘリコプターの派追を要請

。1月8日16時 第2回本部述絡員会議を1姐佃し、政府裟雪対策本部調査団 (1/13~
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14)の受入体制、陳梢書の作成等について協議

。1月9日12時 本部員が自衛隊ヘリコプターにより孤立集落、道路状況などを航空

視察。 15時から第1回本部員会議を開佃し、航空視察状況が報告され、事務局から

被害状況、自衛隊災害派追、応急対策等について説明されたほか、政府調査団の受

入れ体制及び陳情害の作成について協議

。1月10~11日 対策本部長が飛騨地区、郡上地区の雷害状況を視察

。1月12日7時30分 地域の懸命な除雪作業にかかわらず住民生活に深刻な彩態が出

始めたため陸上自衛隊第10師団長及び航空自衛隊岐阜基地司令に対し、幹線道路、

公共施設の除雪のため、白烏町、高骰村、荘川村、白川村への派追を要請

。1月12日15時 第3回本部連絡員会議を開催し政府豪雪対策本部調査団の視察及び

関係各省庁に対する陳梢計画について協議

。1月14日 徳山村が全村ほぼ孤立状態となったため除雪燃料、生僻食料品等の空輸

を航空自衛隊に対して要諮し、揖斐川町胚永グランドから大型ヘリコプター 2機に

よりビストン輸送を図ったが、折からの悪天候により中止し、翌15日10時20分から

再開し、除雪用燃料、生僻食品、医薬品等を空輸した。

。1月15日7時 間断なく降り続く雪により棗雪地域は懸命な除雪活動にかかわらず

深刻な彩靱が出始めたため、航空自術隊に対し、公共施設の除雪等のため河合村、

宮川村への派追を要請

。1月16日7時 公共施設の除雪等のため航空自衛隊に対し、藤橋村への派辿を要請

。1月17日 対策本部長が揖斐地区の雪害状況を視察

。1月19日10時 第4回本部連絡員会議を開佃し、対策本部の体制等につき連絡調賂

（本部事務局は22時まで、各部主管班は平常体制とする）

。1月20日 第2回本部員会議を開佃し、被害状況の報告及び義えん金品の配分方法

について協議

。2月7日 本部事務局体制を平常体制とする

。4月30日17時 状況の鎖静化に伴ない岐阜県哀雪対策本部を閉鎖

(2) 県支部

県下各地で軟雪、雪崩による被杏が発生、拡大し、孤立地区が生ずるに及び多雷地

域の 5県事務所において支部体制に準じた組織で琴雪対策本部等を設置し、土木事務

所、福祉事務所、山林事業所など管内の県組織を挙げて災害対策に対処した。特に、
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管内に激甚な被害が発生した。各支部では除雪活動を中心に、救援活動、情報の収集、

報告等に繁忙を極め、連日不眠不休の活動が続けられた。

対策本部等設置状況

支部名 名 称 設脱日時 閉鎖曰時

捐 斐 揖斐郡変雪対策本部 月1.7日18時:00分 1.月31日述絡時会分議に改組

武 儀 武儀地区変四対策迎絡会議 1.13 10:00 4.30 17: 00 

郡 上 郡上郡梨雪対策連絡本部 1.710:00 5. 9 17 : DO 

益 田 益田来舌対策連絡本部 1. 10 8: 30 2. 6 17 : 00 

飛 騨 飛騨肌事務所染因災；柁対策本部 l. 7 15 : 00 5.12 17:00 

(3) 市町村本部

12月26日以来の降雪は依然衰えをみせず、各地で被害が発生し始める等正月をひか

えて事態は深刻な梢勢となって含たため、 12月28日に高殻村他4町村がいち早く豪雪

対策本部を設置したのをはじめ年内に18市町村が対策本部を設置し年末年始の休暇を

返上して応急対策にあたった。

更に、 1月に入って各地で孤立地区が発生するなど被害が拡大し、相次いで28町村

で対策本部が設樅されるに及び、県下46市町村が組織を挙げて除雪等地域住民の安全

確保に努めた。

各市町村の裟雪対策本部設置状況は次のとおりである。
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市町村対策本部設置状況

市町 村 名 名 称

町

町

町

町

村

町

町

村

村

村

村

村

村

町

村

村

村

町

村

町

村

村

村

村

村

村

町

町

町

町

村

市

村

村

村

村

村

町

村

村

町

町

村

村

禅

原

川

保

母

井

汲

野

田

日

瀬

橋

内

山

尾

山

戸

取

幡

和

島

濶

並

方

良

上

知

原

坂

呂

瀬

山

見

川

川

石

ケ

斐

之

子

生

上

垂

関

揖

谷

大

池

春

久

藤

坂

徳

板

美

洞

板

上

八

大

白

蒻

尖

明

和

川

加

付

萩

小

下

馬

蒻

丹

消

荘

白

宮

久

朝

硲

古

国

河

宮 々野

日

狼

JII 

府

合

JI! 

神

上

岡

宝
町

村

大匹対策本部

豪雪対策本部

” 
雪宵対策本部

変雪対策本部

四岩対策本部

” 
来雪対策本部

” 
” 
” 
” 
” 
” 

昭和56年翠囚対策本部

” 
” 

翠古対策本部

” 
” 
” 
” 
” 

染雪除四対策本部

変因対策本部

” 
” 
” 

来因災宙対策本部

来四対策本部

“ 
四宵本部

来雪災宙対策本部

蒙雷対策本部

” 
99 

地域変雪対策本部

染四対策本部

” 
” 
99 

” 
” 
” 
I
I
I
I
 

！ 

設 四日時 1 閉鎖日時 ' 
月日 吋分 月日 問分

J. 13 14 : 00 I 2. 2 12: 00 

" 8: 45 I 3. 25 " 
1. 10 10 : 00 I 3. 18 
1. 18 8:30 I 3. 20 
1. 7 17 : 00 I 1. 31 
1. 20 8:30 I 3. 20 

1. 18 " I " 
1. 7 12:20 I J.31 

" 17: 00 I " 
1. 6 " 

” 
” 
1. 7 

1. 22 
1. 12 

” 
” 
12. 29 
99 

“ 
12. 28 
12. 29 
，， 

12. 29 
l. 12 
1. 8 
1. 12 
12. 28 
1. 8 
l. 5 

12. 29 
，， 

l. 7 
，， 

12. 29 
，， 

1. 8 
，， 

1. 10 
1. 7 

12. 28 
12. 29 
12. 28 
12. 28 
1. 3 
12. 29 
12. 28 

”
 
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
4
0
3
0
0
0
3
0
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0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
3
0
3
0
3
0
0
0
3
0
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1
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0
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1
4
9
1
1
9
9
1
3
9
1
0
9
8
1
7
1
1
1
3
1
0
8
1
0
1
2
1
0
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1
1
1
6
1
0
2
1
1
8
1
3
7
1
6
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3
2
4
4
1
5
3
0
3
1
3
0
9
1
0
3
1
2
2
0
1
0
1
6
6
2
0
3
1
6
2
0
3
1
7
3
0
1
0
6
1
4
2
9
3
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1
0
3
1
1
0
3
1
2
6
 

”
 2
2

2

4

1

3

4

5

3

3

2

3

4

3

2

2

2

3

2

1

3

4

2

2

2

1

3

4

2

4

1

1

 

，， 

17: 00 
，， 

，， 

”
 ”
 ”
 fl 
II 

0

0

 

0

0

 

”
 9
7

 

ー

”
 ”
 
“
 ” 8: OD 
17: 00 

” 
17: DO 

” 
99 

99 

” 
“ 12: 00 
17: 00 
12: OD 
17: OD 
12: DO 
17: OD 

” 12: DO 
” 
” 17: OD 
，， 

，， 
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5: OD 
8: OD 
12: 00 
17: OD 

計 46市町村本部
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豪雪対策本部設置市町村図
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2 道路の除雪状況

12月末からの激しい降雷により、多雪地域では数メートルに及ぶ柏雪や雪／針のため

再三にわたる懸命な除雪活動にもかかわらず一時は通行不能の道路が続出し、幹線道

路から速隔の地域では、孤立する集落も発生した。しかし、道路網の確保が県民生活

安定の根幹であることに鑑み各機関では連日総力を挙げて除雪にあたった結果、山間

地では雷崩の危険のため一部の道路において長期にわたる一般車朝の通行規制を余儀

なくさたもののおおむね通行を確保することができた。

(1) 国道（知事管理国道を除く）

県内の国道を管理する国道工事事務所は国道41号線をはじめとする国道 6路線の通

行を確保するため除雪機械延2,588台を投入して連日懸命の除雪作業を実施した。こ

の間、 2月下旬には国道41号線の雪隕危険地域において人工雪崩を起こし、道路上法

面の雷塊を除去する等雪崩対策にも取組んだ。

国道工事事務所別除雪状況

工事事務所名 l管理路線名 l頂頭町涎作菜目薮応蘊機械数
（千円） 1――“立しー」麟

岐阜国迫維持出張所 1 [m逍21、22、156号線 1 | 64 | 169 
岐阜国誼工 大原国迅維持出張所

事事務所 1 美眼加茂国迎維持出張所

国道21、258号線

国道41号線
170,600 1--➔I― 42 I 268 

64 I 93 

| 八幡困逍維持出張所 |1月道156号線 I I 79 I _ ___31:(l 
多治見国逍工lJ.I事務所 ー［国誼19、21号線 | 31,200 | 47 | 88 1 
翡山国道工事事務所 1 国迎41号線

I 
1 110,000 I gz 1 1.66□ I I 

合 計| 6 路線 i--3:itfl,OOOI 388 I 2,588 
-

(2) 県道（知事管理国道を含む）

県は道路除雪実施要領に基づき、あらかじめ定めた除雪計画により延18,000余台の

除雪機械を投入して県が管理する国道及び県道の通行の確保に努めた。

除雪作業は未薗有の積雪にはばまれて困難を榔めたが各土木事務所を中心に総力を

挙げてこれに取り組んだ。なお、期間中の除雪機械延稼動時間は 103,775.5時間と昨

年 (34,571.4時間）の 3倍以上にも及んだ。

除雪作業出動状況は次のとおりである。
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除雪作業出動状況

、、~¥ 区分 除四機械延出動台数 最大日出 除雪股所要額

事土木務所
‘`~ 

り因ロ -1恩古プ）レI"ヨペル1除；；グレ1除雷トラ1ダノプ1 貝動作業人 （事務費を除く）
＼ ‘ヽ、 リー ーザー 一ーック トラック

計

ムロ 渇 喜 葛 台 贔 贔 命 44,2千15円
岐 阜

大 垣 160 80 250 20 380 890 95 37,332 

揖 斐

］ -! 
1,100 

l.:lm ］ ？〇 70 ？〇 1,5301 246 110,876 

美 菰 30 70 10’ 370 640 50 24,880 

ノ＼ 幡 1,070 270 70 280 3,490 423 265,476 

加 茂 20 620 640 105 21,765 

多 治 見、

3―4100I I 1 

10 
>
240 250 60 11,178 

恵 那 50 60 110 260 60 46,248 

萩 原 350 180 50 80 970 

四”的° 
61, 277 

閥 山 770 2,160 1,460 
25380! 0I 1 I 
150 170 5,290 311,633 

古 Ill 340 1.980 3901 180 80 I 3,2001 208,591 
i 

計 I I,4901 6,9901 4, 1601 1,8301 I 5501 3,0101 18,0901 ―I 1,143,471 

I三~l―口五励I~ 路線数 1事業凪 I
本I1,5so.tl 102 1, 650. o I 

l 
55 
平均
(52-54) 

52 

53 

54 

97 

89 

1, 621. o 

1,584.0 

0

0

 

．
．
 

9

0

 

2

5

 

6

6

 

9

9

 

1

1

 

1

2

 

0

0

 

1

1

 

年度別除雪費
-ツ^””/~

事業 1 単独事業 合 計

事業股 事業批 l事業股 事業批 事業股

亨 臼 千円 l渾1 ギP-l
990,000・ ・1 302.0 I 1s3,471 I 1,gs2.o 1 1,143,471 

214,348 I 234.8 I 64,326 I 1.ass.a I 278,674 

237,600 I 225.4 I 83,929 I 1.809.4 I 321,529 

100,044 I m.1 I 31,301 I 1,806.1 I 131,345 

305, 400 302. o ! 77, 749 1, 952. 0 383, 149 

(3) 市町村道

連日の除雪作業は山間部においては 2メートル、地域によっては数メートルにも及

ぶ積雪のためはかどらず困難を極めたが、各市町村は地域住民の生活に直結する市町

村道を確保するため全力でこれに対処した。なお、各市町村が投入した除雪機械の延

稼動台数は下記のとおりである。
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市町村別除雪機械延投入台数一覧 （単位：台）

~I 除雪機城延稼動台数

唸臀ご― I 應巴~~ Iショペ｝v|登屡どレ It。ラン';1その他 I計
岐 阜 市 2 38 35 ?5 

大 垣 市 4 1 13 1 19 

翡 山 市 l, 113 1,443 11 371 10 2,948 

中律川市 50 50 

美 設 市 18 18 

恵 那 市 127 127 

各務原市 106 106 

簑 老 町 5 2 16 23 

上石津町 119 71 21 24 235 

垂 井 町 176 61 16 43 296 

OO ケ原町 443 60 155 658 

神 戸 町 3 20 20 43 

愉之内町 1 1 

揖斐川町 25 58 26 109 

谷 汲 村 65 40 38 143 

大 野 町 85 ， 94 

池 田 町 108 8 33 ， 158 

春 日 村 180 60 100 340 

久 瀬 村 360 24 75 459 

藤 橋 村 184 24 24 232 

坂 内 村 68 13 102 183 

徳 山 村 358 20 378 

本 巣 町 33 32 3 68 

其 正 町 5 4 ， 
糸 四 町 3 17 20 

眼 尾 村 175 22 8 205 

翡 窟 町 20 6 26 

伊自良村 3 3 6 

美 山 町 100 46 146 

洞 戸 村 52 19 2 14 87 

板 取 村 80 88 50 40 258 

武芸川町 30 ？ 15 52 

武 儀 町 1 1 2 

上之保村 15 8 23 

八 幡 町 118 143 53 50 364 

大 和 村 39 ?8 28 145 

白 烏 町 420 875 625 75 500 80 2,575 

裔 鷲 村 171 387 251 56 8 98 971 

美 並 村 23 12 3 38 

明 方 村 217 243 45 505 

和 良 村 40 60 10 3 120 233 
， 
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械延稼励台数 • 
l 

□託 iぐら： iその他1]r l 
1 I -1 -i 

I 
l 

：／卜：： ］ 20 4 1 1; 30 1: I 
下町 一 ＿ 1 4 1 ： 門 I 二 i 〗 i
上村 一 14 | _ i 2 16 ! -！ 32 
子母村 ー 25 ! 16 i 2 - 1 - 43 1 
知町 ー： 55 1 38 ! 810?  i - 208 ．，  
岡町 ー I 4 i - l - i -！ -: 4 
村町 一i - -i - 8 -， I 

' 
8 

岡町 ー I 2 2 i 1 | ＿ —i 5 

智町 l - • - l - - 1 - 1 

原村! - - 1 4 - 3 ! - 1 7 

矢作町 1 - -1 ―i - 2 i - 2 

原町 ー 74 i 79 i . 19 i s I 1 I 1a4 
坂町 ー 20 1,l  i 6 34 - 151 

呂町 一i 61 ?6 i 2 1 50 - l 189 

山町 ー！ 2al 3: 31 151 -I I 49 
瀬村 一！ 25 75 40 - -

． l 
1 1 40. 

生川村 I -| 571 33 33 38 I - 6印， 
見村 i -1 393! 941 -1 7: -1 500 

川村 l 246 316 | 412 ―l 13 i - 1,047 

川村］ 236 I 454 I 457 : 124 I 120 i es I 1,486 
村 1 - 96 | 80 1 15 1 29 i - 220 

々野町 ー 142 l m i 21 I 21 I -i 313 
EI 村 5 13(J 39 1 -，1 4 1 187 

根村 ―I 110 62 i ― 4 1 8 1 1糾
Ill !DJ I -I 2,677 I -I -I -i - I 2,677 
府町

I - 294 ?2 275 40 ! -， 681 

合村 13 1 435 346 -． IO 1 30 認

川村 259 1 291 - - 1 4l 1 86 1 61? 
岡町 5() I 501) I 758 I 24 : 655 I 10 I 1,997 
宝村 1 242 1 244 | ―I I ’ 

―--
40 49 1 - 1 575 | 

計 I 1, 749 i 12, 373 1 6,510 1 1, 226 3, l 97 1 562 ! 25, 6 1 7 1 
i i ! I I 
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0昭和55年度臨時市町村道除雪事業費補助金

市町村道の除雪費は通常の年の数倍にも及び、市町村財政を圧迫することとなった

ため、国は下記のとおり臨時的に特別の措置を請じた。

（措置の内容） 豪雪地帯対策特別措置法第2条第1項の規定により指定された市町

村、又は昭和55年12月から昭和56年2月20日までの期間における最大租雪深が 100

Clll以上の市町村のうち国土庁が行った調査において、昭和55年度の禎雪禎算値が平

年に比し異常に多い市町村に対し、当該市町村が実施した幹線市町村道の除雪事業

股が平年のそれを超える額の 2分の 1を補助する。

なお、市町村別の補助金交付状況は、次のとおりである。

市町村別補助金額一覧表 （単位：千円）

市町村 1金 額 II 市町村 1金 額 Ii 市町村 1金 額 II 『|j 町村 1金 額

翡山市 20,400 徳山村 8,400 和良村 1,250 朝日村 3,650 

上石律 Il]J 2,750 根尾村 1,650 加子母村 750 翡根村 2,350 

垂井町 3,000 美山町 1,150 小坂町 2,750 古川町 10,200 

閲ケ原町 9,550 洞戸村 1,000 馬涸村 2,450 国府 l!IJ 7,600 

揖斐川町 2,000 板取村 1,300 丹生川村 5,600 河合村 5,050 

谷汲村 3,500 八幡町 10,100 泊兄村 3,900 宮川村 7,150 

春日村 7,450 大和村 8,900 荘川村 3,000 神岡町 11,800 

久瀬村 2,500 白）辿町 9,050 白川村 8,050 上宝村 5,550 

藤椅村 2,350 
II 麻 毀村

6,300 宜 村 1, 450 
合計I195,000 坂内村 1,550 叫方村 5,000 久々野町 4,550 

3 生活関係

羞孔雪のため、石油製品をはじめ生活謁辿物資の供給に混乱が生じることが懸念され

たため、県猿檄部では関連業界団休及び県出先機関との密接な辿挑のもとに梢報収集

を行い、その需給と価格の現況把掘に努める一方、関係業界に対し家底用燃料等の供

給と価格の安定について協力を依頼した。

しかし、雪崩の発生や絶え間のない降雪により山間部においては除雪用燃料までも

が不足しはじめたため、特に飛騨支部では支部長を中心に土木班、警察班の先巡によ

る燃料等輸送のキャラパン隊を組織して 4メートルを越す禎雪の中を強行突破し、 1

月7日に河合村、宮川村へ、 1月9日に荘川村、白川村へ決死の輸送を行った。更に

自衛隊ヘリコプターの支援を得て、 1月8日に宮川村へ、 1月13日には徳山村へ燃料、

医薬品等生活関連物資を空輸した。
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一方、国遥41号線の不通により飛騨方面への生僻食料品の供給ルート等が紙慮され

るところとなり県農政部では、県下各地の市場との連絡を密にし、特に富山県から高

山市場への生僻魚介類の入荷減に対しては岐阜、名古屋市場からの転送を指郡するな

どにより入荷鼠を確保したc

これらの対応の結果、生活関連物資及び生僻食料品等の供給の確保や価格の安定を

保持することができた。

4 民生関係

(1) 災害弔慰金

雪崩等で死亡した人の辿族に対し「災害弔慰金の支給及び災害援護資金の貸付けに

関する法禅」 （昭和48年9月18日第82号）の規定により災害弔慰金が支給された。

l¥□□竺ー“ーその他の者 ＆J 

〗1生ロニロ□□□
※昭和56年4月10日付けで支給額が改定され、昭和55年12月14日に週及して下記基準により適用されることと

なった。

区 分

死亡者が主として生計を維持していた場合

100万円

改定後

300万円

150万円

(2) 知事見舞金

より甚大な被害を受けた被災者に対し、知事は下記のとおり見舞金を支給し

た。

1了丁「五 者1重似者口玉面直-I町家半壊！床上，戸竺」―-R1 | .. 

碍 60,000円1 - I 4件110,000円1

碍 40,000円 □ 1 - 2件低000円i
碍 100,000円： - I 5件100,000円

3件 60,000円i - -I 3件 60,000円I
紐 40,000円

I在日村 -I ―! 1 件 10,0~円ー 1 件 10,000円
．本巣町 ー 1件 20,000円

1一塁［三［言尺：三I/-［一二三：I
-50 -



市町村 I死 者 I阻低者 l住家全壊 1住家半壊 I床上没水 l 計

大和村 3件 60,000円 1件 10,000円 41牛70,000円

白烏町 5件100,000円 1件 10,000円 6件110,000円

高濶村 1件 10,000円 1件 10,000円 2件 20,000円

朋方村 1件 10,000円 1件 10,000円

和良村 8件160,000円 8件160,000円

萩原町 1件 20,000円 1件 20,000円

I I下呂町 3件 60,000円I 1 /'I'10,000円 4件 70,000円

馬瀬村 1件 20,000円 1件 20,000円

商山市 8件160,000円 2件 20,000円 10件180,000円

丹生川村 1件 50,000円 1件 50,000円

荘川村 1件 10,000円 1件 10,000円

宮 村 1件 10,000円 1件 10,000円

古川町 1件 50,000円 5／牛100,000円 6件 60,000円 12件210,000円

国府町 ？件 70,000円 ？件？0,000円

河合村 2件 40,000円 1件 20,000円 3件 60,000円

宮川村 3件150,000円 3件 60,000円 1件 20,000円 5件 50,000円 12件280,000円

神岡町 3件150,000円 16件320,000円 4件 40,000円 4件 40,000円 27件550,000円

上宝村 3件 60,000円 3件 60,000円

計 I 9件450,000円I86~720,000円| 4件 80,000円|18件180,000円|19件190,000円I136~;620,000円
死1人亡し尉た者も 軍1人傷を負った者 1世楷当り 1世帯当り 1 1世帯当り

支給基準 1こ 00円 に2つ0,き000円 20,000円 10,000円 10,000円

(3) 義えん金、品

各方面から多数の義えん金及び救援物資が県へ寄せられたので各福祉事務所から関

係市町村へ配分した。

ァ義えん金

受領内訳

年月日 I 
56 

氏 名 ロこ！年月日I
500,000 
500,000 
0,000 
0,000 
0,000 
000,000 
000,000 
8,990 
0,000 
0,000 
0,773 
50,000 
24,000 
300,000 
500,000 
0,000 

氏

• 1. 9 愛 知 限

” 名古屋市
13 森 法子
fl 三 重 県

II 内閥総理大臣

14 僻十六銀行 1, 

17 中日新聞社会事業団 5, 

19 1/-;¥職貝組合可茂支部婦人部
II （社）県測批設計業協会

” 岐阜日日新問社会事業団 1, 

21 県職貝組合可茂支部婦人綿

” (i,1岐阜毎日広告社
26 金山町老人クラブ述合会
27 静 岡 県
，， 県生コンクリート工業組合 1, 
28 東海テレビ稲祉文化事業団 1, 

56. 1.28 松井賢次
2. 2 笠松町町内会

” 笠松町職貝ー同
fl 上松藤井選挙事務所葬金箱

4 県歯科医師会

5 笠 原 町

10 加茂郡町村長会

12 可児郡町村長会

3. 5 
岐御日ク阜本協県宵議紺宵年会年会町団議協所議岐会阜ブロ ッ28 

30 

計

利 息．

計

（単位：円）

名 1金額
， 
10,000 
671,332 
23,500 
101, 710 
600,000 
500,000 
3,370,000 
2,010,000 
35,000 
1,413,541 
884,380 

121,263,226 

I 13,740 
厨，276,966
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配分内訳 （単位：円）

―--•「―- ---ぺ日り硬~I了町村＿竺／し11福祉事務所□1"竺竺I-竺．—］'□1禍祉事務所□竺旦1- 額

I 上石律町 40,000 大和村 210,000 Ii I i酋見村 380,000 

西南濃垂井町 40,000 白烏町 1,360,000 荘川村 1,480,000 

ll'Aケ原町 150,000 甜鷲村 1,480,000 白川村 1,566,966 
郡上

美並村 150,000 宜 村 270,000 
谷汲村 150,000 

明方村 270,000 久々野町 270,000 
春日村 150,000 

和良村 150,000 朝日村 380,000 

捐斐I
久瀬村 150,000 

藤橋村 1,050,000

坂内村 1,150,000 11恵

徳山村 1,360,000

本 巣 1根尾村 |270,000

山 県＼美山町| 20,000 II益

洞戸村 40,000 

武 儀板取村 40,000 

上之保村 40,000 
l飛

郡 上 l八幡町 150,ooo | I 

川上村

那加子母村

付知町

萩原町

小坂町
田
下呂町

馬瀬村

騨
背山市

丹生川村

40,000 

150,000 

40,000 

150,000 

150,000 

150,000 

150,000 

270,000 

380,000 

飛 村

町

町

村

村

根

川

府

合

川

麻

古

国

河

宮

馴 270,000 

380,000 

380,000 

1,280,000 

1.400,000 

神岡町 880,000 

上宝村 380,000 

H ¥ 19,286,966 

人的住家被宙配分額I1,990,000 
合計 I21,216,966 

イ 救援物資

受 入
I 
配 分

年月日 拠 出 先 品 名 紐 1 年月日 1配祉分事先務所福I 鉗：

56. 1.13 柳 ,1, 111r 野菜（白菜） l. 7 t 56.1.13 郡上 1. 7 t 

II 岐南町 II （大根外10種） 4.0 t 14 飛騨 4.0 t 

14 柳律町 99 （白菜） l. 3 t ” 捐斐 1. 3 t 

15 平田町 ” （大根外15種） 8.0 t 16 飛揖 斐騨 4.0 t 
II 4.0 t 

16 ” 9 （大根、頭） 1 し°・39 ” 郡上 0.3 t 

” 坂祝町 ” （大根外3種） 2.0 t ，， 
” 2.0 t 

19 加人茂ク、ラ可ブ述児地絡区協股議業会婦 11 4. o t 19 fl 4.0 t 
せんべい ケース 20ケース

” 各務原市 II 缶（大詰根ジ外ュ10ー種ス） 7.0 t 20 
，， 2.0 t 
飛騨 5.0 t 

，， 1 （位捐斐製茶 11！認（100g X30個入x 30kg 19 郡上 15k, 
10個） 20 飛騨 15k9 

21 I名古届市 飯乾バ缶ン ((105,0,24400食食）） 4.0 t 22 揖郡飛 斐」騨： 01,. 5 3 I I (( 41,, 78 68 00 食食食） ） 
2.2 t (8,640) 

30 岐1烈阜雑肌貨綴卸洗商組剤化合粧品歯 石 鹸（無釦リンx洗24剤個入） 100梱包
2. 4 郡上 30梱包

” 飛揖 斐騨 250 0 " " 5 

ホッカイロ(240個入）」I I 11梱包 闘 ” 
31阻包

2.12 僻白元 飛騨 9 fl 
24 郡上 5 " 

-----・一ー、--・---
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5 商工関係

栄雪により被害を受けた中小企業者等の復旧に必要な資金を供給し、企業活動の再

建及び経営の安定を図るため国、県は次の措置を講じた。

(1) 政府は 2月6日の閣議決定で、豪雪により被害を受けた中小企業者及び医療関

係施設の開設者の救済のため中小企業金融機関（国民金融公庫、中小企業金融公庫、

商工組合中央金胆、森檄衛生金融公叩及び医療金融公庫）からの融資について激甚災

害並みの特別金利を適用した。

(2) 県は 2月10日、 56年染雪災害復旧特別融資制度を発足させ、 56年棗雪により事

業所、工場又は主要な事業用資産について全壊、半壊、床上浸水又はこれと同程度以

上の被害を受けた中小企業者等に対し、その企業活動再建のための融資を行うことと

した。制度の実施に伴い申込期限を 3月31日までとしたが、なお資金需要がある実梢

に鑑み 4月1日付けで資金の申込み取扱い期閻を 6月30日まで延長した。 この結果

101件、 484,700千円を融資した。

6 農林水産関係

(1) 天災融資法の適用

昭和56年4月17日「昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪につい

ての天災による被害股林漁業者等に対する資金の融通に関する暫定描甑法の適用に関

する政令」が公布され、被害農林漁業者及び股林漁業者の組織する団体に対し、農林

漁業の経営等に必要な資金の融通を円滑にする措置が講じられた。

(2) 激甚災害の指定

昭和56年4月17日「昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪につい

ての激甚災害の指定及びこれに対し適用すべき措置の指定に関する政令」が公布され

岐阜県外17府県に対し激甚災害法が適用されることとなり、国の地方公共団体に対す

る財政援助又は被災者に対する助成について、下記のとおり特別の措甑が講じられた。

ア 激甚災害の指定により農林水産業共同利用施設の災害復旧事業費に対して補助率

の引上げ等補助の特例を行う。

ィ 天災礁資法による被害股林訛業者等に対する資金の融通について、貸付利率の引

下げ、貸付限度額の引上げ、航遠期限の延長を行う。

ウ 県、市町村、森林組合、その他政令で定める者が、激甚災害を受けた森林の復旧

のため実施する事業に対し助成を行う。
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(3) 農作物の雪害対策

農業改良普及所による雪害防止対策指導の徹底を図り、特に被害が多発する融雪時

には談密な指醇に努めた。

(4) 崇雪災害農業復旧資金融資

梨雪による被害を受け、農業経営に支障がある農業者等に対し、股業施設の改良、

造成、取得、補修その他股業経営に必要な資金の融通を円滑に行うため、岐阜県殷業

企業化資金助成制度において、貸付けを受けた被害農業者に対する利子補給などのほ

か、股業企業化特融資金の新設による特別な措慨を講じた。

(5) 棗雪災害水産復旧資金融資

梨雪による被害を受け、 i魚業経営に支障がある漁業者等に対し漁業用施設の改良、

造成、取得その他漁業経営に必要な資金の融通を円滑に行うため、岐阜県漁業近代化

資金利子補給制度において、利子補給率に県単独超過分の新設、貸付最高限度額の引

上げ等特別の措置を講じた。

(6) 山地災害未然防止の指琳

融雪期における山地災害等の未然防止のための措個について指郡した。

7 教育関係

飛騨、郡上、揖斐等多雪地帯の小中学校では 3学期の始業式を繰延べて行った。又、

始業後も、新たな降雪や雪崩の危険のため、休校にしたり、始業時刻、下校時刻の変

更を行った学校が相次いだ。

0始業式の変更

村

一

町

村

村

村

村

村

村

村

村

町

t-

汲

日

瀬

橋

内

山

尾

取

幡

i
 
石

町

上

谷

春

久

膝

坂

徳

板

板

八

学校

上石律中

谷汲中

六合小、中央小、美束小、邪日中

久涸小、小禅小、久瀬中

横山小、杉原小、横山中、杉原中

坂内小、坂内中

徳山小、徳山中

忍 —• 1孟業眉I
1. 8 

II 

II 

II 

”
 
f
l
f
l
 

謳小、樽見小、長倣小、松田小、板尾中 II 

板取第一小、板取北小、板取中 I 1: 
川合小、相生小、相生第二小 西和良小、八幡中、 1. 12 

八幡西中西和良中

実施始菜日

1. 9 

fl 

fl 

1. 9 （小沖小）
1. 12（久瀬小、久瀬中）
1. 9 
1. 9（坂内小、坂内中）
1. 10（坂内小古屋分校）
1. 10（徳山小）
1. 12（徳山中）
1. 9 

II 

1. 16 

白 烏 町 1牛迫小、那留小、白店小、大中小北漿小、石徹 I1.15 I 1.19 

白小、白島中
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市 町 村 I 学 校 名 I予始業定日1 実施始業日

高 鷲 村 高鷲小、大日小、裔競中 1. 16 1.19 

明 方 村 明方小、小川小、明方中 ，， ，， 

消 見 村 消見小、大原小、池本小、浦見中 1. 12 1.16 

荘 ) 1 | 村 荘川小、黒谷小、荘川中 ” 
II 

古 /II 町 古川小、古川西小、古川中 ” ” 
国 府 町 国府小 II ” 
河 合 村 角川小、元田小、稲越小、河合中 ” I 

/i 

宮 /II 村 坂上小、坂下小、宮川中 ！ ！ 
II 
11..1169（（宮坂川上小中、3年宮生川中のみ）） 

1.20（坂下小）

神 岡 町 神岡西小、神岡東小、茂住小、山田小、森茂小 II 

1 . 111634（（（下森神小小茂之栃田、本小西茂洞小、小住小森、小、、下茂神神、之中岡岡山本）東田中中）） 下之本小、栃洞小、神岡中、森茂中、下之本中

1. 
1. 

上 宝 村 本郷小、栃尾小、本郷中、栃尾中 I II 1.16 I 

0臨時休業及び始業時刻、下校時刻の変更

市町村 I 学 校 名 1月日 1措囲の内容 市町村 I 学 校 名 1月日 1措四の内容 I， 

岐阜市 岐阜碇護学校（小中部） 1.13 
始時休業間時遅刻ら校せをた1 大垣市 宵幽小、赤坂小、赤坂中 1.14 

蓑老町 日吉小、義老小 ” 
上石油町 上石雖中 II 

関ケ原町 今須小、今須中 1. 13 

fl 南小、北小、今須小 1.14 

” 関ケ原中、今須中
II 

谷汲村 横蔵小 1.13 

春日村 六春合日小中、中央小、 美束小 囁

第 8 防災関係機関の活動

1 自衛隊

fl 

fl 

久瀬村 久瀬小、久顛中 1.13 始時業休間時遅刻ら校せをた1 
藤橋村 横山小、横山中 1.16 
根尾村 松田小 1.13 II 

” ” 1.14 
始時午ッ業休閻後ト時遅授刻ら業校せをカた2 

大垣市 大垣高校 ” 
垂井町 不破高校 ，， 

白烏町 郡上北翡校 1. 13 第業カ6時ッ限ト授
II 

，， 
1.14 喜当分喜の1iり始

刻らを10
せる

12月末以来の梨雪により 1月初めにはいまだかつてない記録的な積雪となり、各地

で被害が出始めるなど県民生活への影態が危惧されるところとなったため、陸上自術

隊第10師団及び航空自衛隊岐阜基地は、 1月8日から連絡幹部を県庁に派追して、それ

ぞれ俯報連絡や災害状況の把握に努めるとともに、支援準備体制を執るなど県梨雪対

策本部との連絡を密にした。特に、砥雪地域では関係機関の懸命な除雪活動にもかか

わらず、一時は各地で幹線道路の確保も意のままにならず除雪用機械の燃料補給にも

事欠く状態となったほか、地域住民は、毎日のように行わねばならない我が家の雪お

ろし等のために心身ともに疲労を極め、各種公共施設の倒壊が砥恋されるに至った。こ

のため 5次にわたって自衛隊の旅追を要諮するところとなり、民生の安定が図られた。

自術隊の災害派辿状況は、次のとおりである。
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0自衛隊災害派遣状況

要 請 出 動 月 曰 出 動 先 遣 部 隊 勢 ヵ 活 励 状 況

第1次 宮 Ill 村
小牧基地

第5術科学校

大型ヘリコブター
パートル107型 1秘
(6人）

宮川村坂上地区（林）から坂下地区（杉原）へ空翰
も除言車両用燃料軽油ドラム缶17本（約3kl) 
0 ー舟般医薬品各種若干盤

第2次 （飛騨 郡上）
小牧基地

第5術科学校

大型へ＇)コプター
パートル107型 1機
(5人）

岐阜県交雪対策本部貝等(6名）の孤立地区、道路状況の緊急航空偵察
（偵察者：給弱部長、土木技監、消防防災課長、広報課課長補佐、警
備部長、交通規制課長）

1月20日 白 烏 町
幹線道路の除雪
0156号（大島～中津匡、白烏～二日町、北濃～前谷）
•1弼号（向小数良～油坂峠） 約2紐

約8kg 

第3次 1月12日 高 駕 村 餃阜基地 人 貝 10人 公共施設の除雪(1jヽ ・中学校、保育所、診成所等）

1月15日 荘 JII 村 妓阜基地 人 員 90人 公共施設の除雪（防火水そう、小・中学校、保育所、診疫所等）

1
5
6
，ァミ

白 )II 村 岐阜基地 人 貝 70人 公共施設の除雪（小・中学校、保育所）

第4次
1月14日

（悪天侯

で中止）

1月15日 筐 山 村

第5次
1月15日 1月18日

河

宮

合 村

小牧基姥

第5術科学校

Ill 村

岐阜基地

大型ヘリコプター

パートル107型 2機
(11人）

人 員 ?1人

揖斐川町胚永グランドから葱山村門入、本郷地区へ空棉

ドラム缶10本(1.8k[）

公共施設の際雪（小・中学校、体育館等）

貝 71人 公共施設の除因（小・中学校、保育所、診疸所）

1月16日 1月19日 藤 橋 村 貝 71人 生活道路、公共施設等の除町（村道、小・中学校等）

人

合 計

516人
（延2,253人）

重機等 7台（延63台）
ヘリコブター
4機

貝



2警察

12月28日17時00分異常な濠雪による雪害の発生が予想されたため県警察本部は各警

察署に対し準備体制を発令した。 29日には国鉄高山線（坂上一猪谷間）の不通や家屋

が倒壊するなど災害発生をみるに至り、同日10時10分豪雪地域を管轄する警察署に対

して警戒体制を発令し、 10時30分には、八幡、萩原、高山、古川、神岡の 5警察署に

「現地対策本部」を設臨した。

年が明けても降雪は衰えをみせず、家屋の倒壊や人身事故が続発し、更に被曹の拡

大が予想されるところとなり、 1月7日11時00分県瞥察本部に警備部長を中心とする

「飛騨、奥美談災害対策連絡室」を設樅した。同日16時に県梨雷対策本部が設殷され

たことに伴い、災害対策連絡室を警察本部長を本部長とする「岐阜県警察棗雪災害瞥

備本部」に切りかえて、住民の避難誘溝、被災者の救出救設、交通規制、緊急輸送路

の確保、特別警戒警ら等の災害警備体制を確立強化した。

なお、 1月7日17時00分には、揖斐、北方、中律川の各筈察署及び高速隊にもそれ

ぞれ「硯地対策本部」を設置した。

瞥察官の出動状況及び主な活動状況は次のとおりである。

警察官出動状況

所 屈 I 延警察官数（人） I 備 考

本 部 340 1月7日 岐阜県警察豪四災宵警備本部設irt

翡 速 隊 1,008 1月7日 現地対策本部設骰

八 幡 署 708 12月29日 硯地対策本部設既

萩 原 署 284 ，， 

T19'1ir j 山 署 1,605 ” 
古 ) 1 | 署 471 ，， 

神 岡 署 690 II 

垂 j |： 署 497 1月7日 瞑地対策本部設骰

捐 斐 署 639 ” 
北 方 署 345 II 

中沖川署 231 ” 
翡 窟 署 66 

関 署 50 

＾ 豆L
山 署 16 

加 茂 署 24 

恵 那 署 76 

RI・ I 7,050 I 

-57 -



主な活動状況

I ~ ------- -

項 目 1 重要実施事項 I 活 励 内 容
i―- ------- - -―I 
I 1 警戒瞥ら （1) 被災地の救援活動 1 救援物毀、災蜜腹旧資村の絲送及び医師等の派追について、 i 

I I ¥ パトカー先惹による支扱活動を積極的に行召今
(2) 瞥戒警ら活動 ア 昼夜にわたってt 徒歩又はパトカーによる警ら活動を弛化

I 
I 

I 

I 

2 交通確保

3 広報

4 救出、救

設

するとともに、諮願届の受迎を秋極的に行い住民に安心感を

与えたc

： イ 背年筈察官を中心に「舌陣し部隊」を編成し、独屈、老人

I ! 家庭等を直点として雪降し活励を行った。

(3) ヘリコプクヨとよ

る現地視察

(1) 磁路交通の確保

(2) 緊急翰送路の航保

広穀活動

救出、救護活動

I ウ 独居家庭、母子家庭等に対する特別訪問活動を行い、四忠

に伴う不安感の除去に努めた。

二 迎学（園）路、主要交差点等に警察官を配四し、児菰（園児）

生徒の安全確保を図った。

県内全般の被害状況を把拇し、災害警備活動の万全を図るた

め、警察本部長が愛知県警リコヘプター（あかつき 2号）で□
宙状況の現況視察を行った。

早期に交通の安全と円滑を図るため、次の対策を韮点に推巡

した。

ア 通行止区間における道路管埋者との連絡諌整

イ

iウ
工

雪崩のおそれある区間の点検と道路酋理者への通報

信号機をはじめとする交通安全施設の点検整備

緊盆輸送路を確保するための交通規制及び指速取締

オ 交通俯報の収集とドライパーに対する梢報提供

被災地を中心とする困道、↓饂等主要逍路の交通規制を実it

I し、危険防止と救出、救設活動の円梢化を図った。I ア 各種麟『報を遥時報道楓関に発表し、民心の安定と各種事故
防止を戟極的に広報した。

！ イ 有線放送、チラシ、立府板等のあらゆる広報線体を活用
： し、危険地城住民の早期避難、交通規桐状況、各種事故防止
等について桜極的な広報を実胞した。

早期に被災地へ警察官を投入し171人を救ill、救護、 lふ的

人を避難誘尊した。

3 消防機関

梨雪により死傷者が生じ、交通が途絶する等住民生活が混乱しはじめたため、各市

町村消防団は警戒を強め、火災予防の徹底をはかるとともに再三にわたる非常招集に

よる消防水利の確保に努めるほか、公共施設、独居老人宅の雷おろし、危険箇所の巡視、

急病患者の搬送、行方不明者の捜索、救助、救援物資の配送等地域の安全を確保する

ため、懸命の活動を実施し応間断なく降り続く雪の中で連日、不賊不休の救援活動

が行われ、 12月27日から 100日以上にわたり延27,000人余の消防職団員が出動した。

消防職団員の活動状況は次のとおりである。
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消防職員の活動状況

消防本部名 1翡欝脊I 出 動 月 日
（計） 1延出勁人貝人32L1道 活 動

内 容

中澳消防本部 謁 市 1月4日、 11日～14日 (5日） 路の除雪

本巣 II 根本尾巣村町 16 1月138日～9日、 12日、 14(1日～日 2日） 34道路、水利の除雪

不破 II 関ケ原町 1月7日～9日 (3日）

865989i 1 I I l 

” 
益田”

益城郡域上田57郡町郡町全村全村
112 月月21 83 日曰～～ 115 月日 9 日 (16日）

II 

郡上 II 12月26日～1月9日、 20日(16日） “ 
大垣 大垣市 1月11日～14日 (4日） 47 fl 

神岡町 ” 神岡町 1月10日～15日 (6日） 138 ” 
計7消防本部 I I 62日 J1,187人1

消防団員の活動状況
9~  

消防団名 1胤胄脊 I 出動月 日（計）ーロ面動人貝I祠―動 百~ー1I 
大垣市消〖

高山市 ＂ 裔山市 12月28日～1月15日、 19日 (20日）

関市、＇ 散l 市 1月4日 Cl日）

旋老町 、＇ 義老町 1月11日、 14日 (2日）

上石律町 II 上石津町 1月15日、 18日 (2日）

垂井1nr 、' 垂井 111r 1月13日 Cl日）

関ケ原町” 関ケ原町 1月7i::1~11日、 15日 (6日）

捐斐川町” 揖斐川町 1月13日、 18日 (2日）

谷汲村 ＂ 谷汲村
9 月lじ149435 日日～～1885 日日日日日、l1191l98 l l H日、、ll 82 日( 1 l m 

春日村 ＂ 春日村 1月日、 、日、日

日日日、197 、 日日 ( 7 日） 
久瀬村 99 久瀬村

1月～、、 13日
~17日 (11日）

藤橋村 II 籐橋村 12月30日～1月31日 (33日）

池田町 II 池田町 1月11日 (1日）

大野町 ” 大野町 II (1日）

坂内村 ” 坂内村 1 月113355 日日日日～ 119， 7 7 日、11 日、1 3 日、 (ll日）

徳山村 II 徳山村 1 月 ～～ 且日、、 111 9 日日、、 12 30 日曰(1 4 日） 

眼尾村 II 根尾村 12月28日 1月7日 (2日）

翡窟町 99 高窟町 1月4日、 12日、 15日 (3日）

伊自良村fl 伊自良村 1月11日 (1日）

美山町 II 美山町 182月日2811日、日291E5I 1月18日3日～，ヽ、日、 (11日）

洞戸村 ” 洞戸村 1月4日～6日、 11曰、 18日(5日）
板取村 ＂ 板取村 12月29日～1月15日 (18日）

武芸川町 fl 武芸川町 1月4日、 5日、 12日、 13日(4日）

武儀町 、＇ 武儀町 1月4日、 5日 (2日）
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延 命
1, 857 
I,.,.,.,_,年＇0^ 吟m 沢池、水利の
4除雪ア`“Uluし-ノ r/Jヽ =ヽ 心

200 水利、車庫、詰所の

250 水利、道路の除雪

110 
公宙水共利施、迎設の路除四、 迅
218 の除雪

457 独り居老人老人宅宅除、雪母、子水家利

51車9IIの除雪

240 公除共雪施設の除雪、追

210 水公共利施の設除雪、老人宅、

225 99 

130 II 

60 fl 

36 ” 
365 II 

331 ” 
80水利の除雪

265 II 

30 ” 
670 道路水利の除雲

145 水利、車庫、詰所o_;

380 99 

180 ，， 

30 II 

雪

、水利除

、疫たき
除四

、水利の

道路、

9[うョ



-,9'炒9'^”

消防団名 I出動先：市町村 1
出動月 LI （計） 1出動人頁 活励内容---三--1 -- -9  -:~1 

上之保村消麟I1J:之保村l12月30日も 1月2日～5日 (5日）i延 紺水利、卓庫、詰所の除雪 I 
八幡町 " i八幡町 1i 12月27日～30日1月1EI~8日、 11日 (13日） 1,350| I岬雷

I公共施設の除因、道路、水利の ！ 

大和村 II l大和村 112月28日～4月30日§ (92日） i 810, 

白島町 9 白枯町I12月28日～5月9日 (101日）I 2,300I 
譴村が 1科駕村 912月;;日～1月15日 (20日） 632l 

， ；美並村 12月29日～1月8日 (li日）I 591i 
: 12月29日

り 朋方村 '1月4日、 7日、 15日 (4日） 278I 

: I和良村I12月匁日、 1月4日、 7日 (3日） 225! : 

疇疇！ 1月13日～15日 (3日） 12!迫路の除雷

印l
川上村 1月12日～1?日 (6日） 1 601水利、消防車瓜遥路の除因

加子母村 12月27日～29曰1月3日、 4日、 11日 12日（？日）I 1871,  
靡岡'9 付知町 12月27日、 28日1月3日、 4日、 11日、 12日(6日） ！ 

252とが

串原村 I1 串脈村 1月6日、 7日 (2日） 241 u 

萩原町 9 萩原町 12月28日～1月？曰 (11日） 300［ IE1鉄駅の除饂水利の除因

小坂町 1I 小坂町
12月28日～1月5日、
8日、 9日 (11日）

704駐車場の除古

I下呂町夕 下呂 IIII 1月4日、 15日 20日 (3日） 220］水利の除四
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4 日本赤十字社岐阜県支部

甚大な被害を被った市町村及び被災者を見舞うとともに、各地から寄せられた義え

ん金を被災者に配分した。

見舞金、品

I被災者？区分 1 金

品

等＼数批 I
死者 (5人） 弔慰金 5,000円 25,000円

麟者 (56人） ｝ ｛毛布 (3,800円相当） 90枚
全壊住家 (7 人、 31ll•1l! ） 日用品セット（1,000円相当） 90セット

半壊住家 (27人、 8世術） 見舞品セット (2,500円相当） I " 
市町村 見舞金 10,000円 330,000円

保存食 (28,800円相当） 776,000円

義えん金

被災者の区分 I 金 額 I 備 考 I 
死 者 (9人） 27,000円 I @ 3,000円
1Il ibl者 (84人） 168,000円 @ 2,000円

全殷住家 (4世術） 8,000円 @ 2,000円

半駁住家 (171且楷） 17,000円 @ 1.000円

計 I 220,000円 : 
5 中部電力

送電線の断線による停霞等の被害に対処するため中部電力仰では管内に多雪地域を

有する商山、関の両営業所に対策本部を設骰したほか各営業所の組織を強化し、雪忠

対策にあたった。

(1) 雪害予防対策

O樹木傾斜に伴う接近、接触防止

0支線の沈降比による折掴防止

0支持物の折損

0電線の着雷防止

(2) 主な被害及び復旧の状況
” --- --------- - --

年月日 1地城名 1 被唱 の 概 況 I原 因 I応急対策及び復旧対策の概況
56年1月13日1山只郡 1闘腎響闘靡記621 f暉へのJ0:IEI1日，l1j線いこ五

伊自良村 1条断線 常沼雪
~ 9ク ー ー、 ～9 -

56年1月13日大野郡
茶屋野発屯所の導水路（盗渠） 禎雪（約2111) 盗艇(¢=10111)及び川鵬I迅差 1 

丹生川村
坊方

及び川側石積が101111こわたっ により山側か げ＝13111)を鉄筋コンクリー
ら偏圧を受け

て担壊し発屯不能となった。 た。 卜で復旧、 2月6日発屯叫始
ヽ —~ 9ーヅ '- -ヅ― --

背山地方 ・支持物の折狽、餌炭 公共保安予防対策（fじ柱の冠
55年12月～ 27本樹木の倒壊

56年2月
八幡以北 配屯線．傾斜、湾曲 128本
鴫 jill方 座屯｛益讐謬‘混線407条雷艇、冠雪 I I 

雪落し） 3,235本
配屯線復旧作業動貝 2,590名
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(3) 梨雪対策本部の設個

本部名

関（営）対策本部

麻山（営）対策本部

設置年月日

I 55年12月29日
56年1月7日

閉鎖年月日

56年1月7日

56年1月12日

第 9 雪害対策に関する政令、通達等

1 政 令

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪等についての天災による被害農林漁業者

等に対する衰金の融通に関する暫定措脱法の適用に関する政令をここに公布する。

御名御璽

昭和56年4月17日

内閣総理大臣鈴木善幸

政令第 130号

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪等についての天災による被害

農林漁業者等に対する資金の融通に関する暫定措囮法の適用に関する政令

内閣は、天災による被害農林樵業者等に対する資金の融通に関する暫定措骰法（昭和30年法律第
じん

136号）第2条第 1項、第4項（激甚災当に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和

37年法律第150号）第8条第 1項の規定により読み替えられる場合を含む。）及び第5項から第7項

まで、第3条第1項及び第3項並びに第4条第1項の規定に幽づき、この政令を制定する。

（天災の指定）

第1条 天災による被也殷林t(（I業者等に対する資金の躁通に関する暫定措四法（以下「法」という。）

第2条第1項の規定により、昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの固の降皆、低湿及び

暴風浪（以下単に「降雪等」という。）を同項の天災として指定する。

（果樹等の栽培面稲）

第2条 降雪等についての法第2条第1項の政令で定める面稼は、果樹、茶樹又は桑樹のそれぞれ

につき、 5アールとする。

（農機具、 t(ii具及び漁船の範囲）

第3条 降雪等についての法第2条第4項の政令で定める農機具は、購入価額が12万円以下の農機

具とする。

2 降雪等についての法第2条第4項の政令で定める礁具は、樵網網とする。

3 降雪等についての法第2条第4項の政令で定める漁船は、総トン数5トン未満の漁船とする。

（経営資金の貸付期間）

第4条 降留等についての法第2条第4項の政令で定める期間は、この政令の施行の日から昭和57

年2月28日までとする。
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（経営資金の貸付限度額）
じん

第5条 昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪等についての激甚災害の指定及び

これに対し適用すべき措概の指定に関する政令（昭和56年政令第 132号）第 2条に規定する都道
じん

府県（以下「激甚災害法道用都道府県」という。）以外の都道府県の区域に係る降雪等についての

法第2条第4項第 1号の政令で定めるところにより算出される額は、同条第 1項の市町村長が認

定する損失額1こ、次の各号に掲げる貸付の区分に応じ、当該各号に掲げる割合を乗じて得た額と

する。

一 呆樹栽培者、（その行う農業について、呆樹の栽培を主な業務とし、かつ、法第2条第 1項の

市町村長が認定する損失額のうち果樹の栽培に係る部分がその 100分50以上である被害農業者

で果樹の栽培に必要な資金の貸付けを受けるものをいう。以下同じ。）又は家畜等飼旋者（家畜

又は家きんの飼遊を主な業務とする被害農業者で家畜又は家きんの購入又は飼旋に必要な資金

の貸付けを受けるものをいう。以下同じ。）に貸し付けられる場合 100分の55

二 果樹栽培者及び家畜等飼旋者以外の被害農業者又は被習林業者に貸し付けられる場合 100 

分の45

三 被宙礁業者1可魚船の建造若しくは取得に必要な資金又は訛具の購入資金として餞し付けられ

る場合 100分の80

四 被害漁業者は掟し付けられる場合にあって前号に該当する場合以外の場合 100分の50
じん

2 激甚災害法適用都道府県の区域に係る降雪等についての法第2条第4項第1号の政令で定める

ところにより算出される額は、同条第1項の市町村長が認定する損失額に、次の各号に掲げる鯉

付けの区分に応じ、当該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。

一 果樹栽培者又は家畜等飼旋者1こ聟し付けられる場合及び被菩礁業者1こ礁船の建造若しくは取

得に必要な資金又は漁具の購入資金として貸し付けられる場合 100分の80

二 前号に該当する場合以外の場合 100分の60
じん

3 降雪等についての法第2条第4項第1号（激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関す
じん

る法律（以下「激甚災害法」という。）第8条第1項の規定により読み替えられる場合を含む。次

条及び第7条において同じ。）の政令で定める額は、別表第1のとおりとする。

（政令で定める資金）

第6条 降雪等についての法第2条第4項第1号の政令で定める資金は、果樹栽培者若しくは家畜

等飼旋者に貸し付けられるもの又は水産動植物の旋殖若しくは礁船の建造若しくは取得に必要な

資金として貸し付けられるものとする。

（政令で定める法人）

第7条 降雪等についての法第2条第4項第1号の政令で定める法人は、次に掲げる法人とする。

農事組合法人

ー森林組合

＝ 生産森林組合
四漁業協同組合

五漁業生産組合

- 6S -



六 前各号に掲げる法人のほか、農業、林業又は樵業を主な業務とする
法人で農林水産大臣の定

めるもの

（経営資金の償還期限）
じん

第8条 降皆等についての法第2条第4項第2号（激甚災害法第8条第1項の
規定により読み替え

られる場合を含む。）の政令で定める期間は、別表第 2のとおりとする。

（特別被害地域の指定をすることができる都道府県）

第9条 降雪等についての法第2条第5項第1号の政令で定める都道府県は、
山形県、福島県、富

山県、福井県、岐阜県、京都府、兵庫県、和歌山県、広島県、徳島県
、愛媛県、高知県、長崎

県、宮崎県及び鹿児島県とする。

2 降雪等についての法第2条第5項第2号の政令で定める都道府県は、岩手
県及び福島県とす

る。

3 降雪等についての法第 2条第5項第3号の政令で定める都道府県は、
岩手県、宮崎県及び新潟

県とする。

（経営資金の償還に充てるために必要な賓金に係る政令で定める額）

第10条 降雪等についての法第2条第6項の政令で定める額は、第7条各号に掲
げる法人に貸し付

けられる場合は400万円、その他の場合は80万円とする。

（既に貸付けを受けている経営資金の償還期限の延長）

第11条 既に経営資金の貸付けを受けている者がその償還期限内に降雪等に係る被
害農業者、被害・

林業者又は被害礁業者に該当することとなつた場合におけるその経営資
金についての法第2条第

7項の規定による償還期限の延長は、昭和57年2月28日までに行われたものに限
るものとする。

（政令で定める組合）

第12条 降雪等についての法第3条第1項第5号の政令で定める組合は、農業協
同組合、森林組合

及び樵業協同組合であって、繰越損失金があるもの並びに農業協同組合
連合会、森林組合連合会

又は漁業協同組合連合会（以下「連合会」と総称する。）及び農林中央金
庫その他の金融機関から

のその組合の借入金の総額（降雪等に係る経営資金の掟付けに充てるた
めの資金を連合会又は農

林中央金廊その他の金融機関から借り入れようとする場合におけるその借
入金の額の含む。）が連

合会及び幽林中央金庫その他の金磁機関へのその組合の預金の総額を超え
るものとする。

（損失としない期間）

第13条 降雪等についての法第3条第3項の政令で定める期間は、 3月とする。

（遅延利子）

第14条 降雪等についての法第3条第3項の政令で定める遅延利子は、同項の期間内にお
ける融資

残高につき、当該融資の条件として定められた遅延利子に係る利率（そ
の利率が年9.5Iゞ ーセン

トを超える場合は、年9.5パーセント）により計算した金額のものとする。

（経営資金の総額）

第15条 降雪等についての法第4条第1項の政令で定める額は、 130億円とする。

じん

（激甚災害法第8条第1項の規定による償逮期間の特例措置が適用される政令で
定める資金）

じん

第16条 降雪等についての激甚災智法第8条第1項の規定により読み替えられ
る法第2条第4項第
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2号の政令で定める毀金は、次に掲げる資金とする。
じん一被害農業者で激甚災菩法適用都道府県の区域内において農業を営むもののうち、その行う農

業について、果樹の栽培を主な業務とし、かつ、降雪等によりその栽培する果樹の100分の30

以上が損傷し、又は枯死したため果樹の打糾栽を必要とするに至った者に当該果樹の植栽に必要

な資金として貸し付けられる資金
じん

ニ 特別被害農業者若しくは特別被筈林業者で激甚災害法適用都道府県の区域内において農業若
じん

しくは林業を営むもの又は特別被菩礁業者で激甚災宮法適用都道府県の区域内に住所を有する

ものに貸し付けられる資金（前号に掲げる毀金を除く。）

三 被習農業者若しくは被習林業者で激甚災害法適用都道府県の区域内において農業若しくは林
じん

業を営むもの又は被筈樵業者で激甚災害法適用都道府県の区域内に住所を有するもののうち、

他の天災に係る経営資金の貸付けを受けている者に錠し付けられる資金（前2号に掲げる資金

を除く。）
じん

四 被害農業者で激甚災習法適用都道府県の区域内において農業を営むもののうち、果樹栽培者

又は家畜等飼旋者に貸し付けられる資金（前3号に掲げる資金を除く。）
じん

五 被害漁業者で激甚災菩法適用都道府県の区域内に住所を有するものに水産動植物の旋殖に必

要な資金として貸し付けられる資金（第 2号及び第3号に掲げる資金を除く。）

附則

この政令は、公布の日から施行する。

別表第1（第5条関係）
I ― -• -• I じご―..-------- ． I•一ーじん • ----- ..，. •- -．---

貸付けの区分
激甚災宙法適用都道府県以外の 激甚災宙法適用都逍府県の区域
都道府県の区域に係る場合 1 に係る場合

I 

1 被宙漁業者に礁具の購入資金とし 4,000万円 4,000万円
て貸し付けられる場合

2 第7条各号に掲げる法人に貸し付 1,600万円 （果樹栽培者又は家畜 1,600万円 （果樹栽培者又は家畜
けられる場合 (1に該当する場合を 等飼義者に貸し付けられるとき及 等飼義者に貸し付けられるとき及
除く。） び被宮煎業者に水産動柏物の蓑殖 び被宙旅業者に水産動柏物の義殖

又は漁船の建造若しくは取得に必 又は礁船の建造若しくは取得に必
要な資金として貸し付けられると 要な資金として貸し付けられると

3 第6条に規定する資金として貸し
付けられる場合 (1又は2に該当す
る場合を除く。）

4 1から 3までに該当する場合以外
の場合

/—^ -.  

別表第2（第8条関係）

きに限り、 2,000万円） きに限り、 2,000万円）

400万円 480万円

160万円（北海道にあつては、 280I 200万円
万円）

-一^ 1 

•一"”‘-~.- - -

- ］ー付しー［三一分 l攣攣麟鼻罰喜外の I譜蒻暑適用都道府県の区城
1 第16条第1号に掲げる資金として I I 7年

I 貸し付けられる場合

2 特別被宮股業者で法第2条第5項 6年 7年
第1号の特別被宙地域内において股
業を営むもの、特別被宙林業者で同
項第2号の特別被雷地域内において
林業を営むもの又は特別被雹漁業者 1 

で同項第3号の特別被沓地域内に住
所を有するものに貸し付けられる場
合 (1に該当する場合を除く。） I I 
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I •—- - - ---------―-―------
貸付けの区分 ＼激甚災宙法速用都追府県以外の

都追府県の区域に係る場合

lバ贔及I;:m三五の市町村長の認定を受けた被習股業
者、被也林業者若しくは被宮漁業者
1 に貸し付けられる場合 (1又は 21こ
I 該当する場合を除く。）

4 果樹栽培者又は家畜等飼旋者に貸

I 
し付けられる場合及び被宙漁業者に
水産動植物の捉殖又は漁船の建造若
しくは取得に必要な資金として貸し
付けられる場合 (1から 3まで1こ該
当する場合を険く。） I 
5 1から 4までに該当する場合以外 3年（阻複被忠股林漁業者に貸し 4年（重複被雷股林漁業者に貸し
の場合 1付けられるときに限り、 4年） 付けられるときに限り、 5年）
---- -- 一ー、-------------ヽ-- ~---- - 一…―---

—』^ - -？ 
じん

激甚災唐法適用都道府県の区城
に係る場合

6年（重複被唐殷林i／紅業者、果樹
栽培者又は家畜等飼狡者に貸し付
けられるとき及び被雹派業者に水
産動柏物の渡殖に必要な毀金とし
て貸し付けられるときに限り、 7
年）

6年

5年（被宙農業者、被沓林業者又
は被宙漁業者で他の天災に係る経
営斑金の貸付けを受けているもの
（以下「煎複被署農林礁業者」と
いう。）に貸し付けられるときに限
り、 6年）
5年

農林水産大臣

内閣総理大臣

亀 岡 高 -
L
、ゴ

じん ・
激甚災習に対処するための特別の財政援助等に関する法律施行令の一部を改正する政令をここに

公布する。

鈴木善幸
ぃ—

御 名 御 藍

昭和56年4月17日

内閣総理大臣 鈴 木 善 幸

政令第 131号
じん

激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律施行令の一部を改正する政令
じん

内閣は、激甚災宙に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和37年法律第150号）第

11条の2の規定に基づき、この政令を制定する。
じん

激怯災習に対処するための特別の財政援助等に関する法律施行令（昭和37年政令第403号）の一

部を次のように改正する。

目次中「第23条」を「第23条の2」に改める。

第 2章Fjc1第23条の次に次の1条を加える。

（森林災也復旧事業に対する補助の対象となる地域等）

第23条の2 法第11条の 2第 1項の政令で定める地域は、

謡｛を受けたものに係る被習額が1,500万円以上であり、かつ、

じん

その市町村の区域内にある森林で激甚災

当該森林で復旧を要するものの面

2

3

 

4
 

甜が90ヘクタール以上である市町村の区域とする。

前項の区域は、農林水産大臣が告示する。

法第11条の2第 2項の政令で定めるものは、森林法施行令（昭和26年政令第276号）第11条第

3号から第5号までに掲げる者及び造林の事業を行う営利を目的としない法人で嬰林水産大臣が

定めるものとする。

法第11条の 2第 2項の事業は、被害木等の伐採及び搬出（当該作業を行うために必要な作業路
じん

の開設を含む。）にあつては激甚災害の発生した会計年度（以下「災害発生年度」という。）及びこ

れに続く 3箇年度以内、被害木等の伐採跡地における造林（当該作業を行うために必要な作業路

の関股を含む。）にあつては災害発生年度及びこれに続く 4箇年度以内、倒伏した造林木の引起こ
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し（当該作業を行うために必要な作業路の開設を含む。）にあつては災啓発生年度及び翌年度内に

施行するものとする。

5 法第11条の2第 2項の政令で定める基準は、次のとおりとする。
じん

一 激甚災害を受けた人工林（植栽又は播種によつて育成された森林をいう。）の区域のうち、地

形その他の自然的条件及び林道の開設その他の林業生産の基盤の賂備の状況からみて当該事業

を一体として行うことが必要と認められるおおむね5ヘクタール以上の区域について行うもの

であること。
じん

二 激甚災宮を受けた森林の復旧に関し、当該森林に係る公益的機能、被帯の態様等に応じて農

林水産大臣が定める森林施業に関する基準その他の技術的基準に適合するものであること。

附則
じん

この政令は、公布の日から施行し、改正後の激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関す

る法律施行令の規定は、昭和55年12月 1日以後に発生した災宮につき適用する。

内閣総理大臣鈴木善幸

大蔵大臣渡辺美智雄

農林水産大臣亀岡高夫

自治大臣安孫子藤吉

じん

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪等についての激甚災習の指定及びこれに

対し適用すべき拮個の指定に関する政令をここに公布する。

御名御塑

昭和56年4月17日

内閣総理大臣鈴木善幸

政令第 132号
じん

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降雪等についての激甚災宮の指定

及びこれに対し適用すべき措脱の指定に関する政令
じん

内閣は、激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和37年法律第150号）第

2条第1項及び第2項並びに第8条第1項の規定に拡づき、この政令を制定する。
じん

（激怯災宙及びこれに対し適用すべき措慨の指定）
じん

第 1条次の表の上欄に掲げる災害を激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律
じん じん

（以下「法』という。）第2条第1項の激甚災岩として指定し、当該激甚災習に対し適用すべき措

慨を同表の下欄に掲げるとおり指定する。

激 <r‘ ≪
 

宵

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬までの間の降

四、低温及び緑風浪による災沓

適用すべき梢屈
-

法第6条、第8条第1項及び第11条の2に規定す ' 

る措散 I 
~ ---•ー・＿ 1 

（法第8条第1項の政令で定める都道府県）
じん

第2条 前条の激甚災宮についての法第8条第1項の政令で定める都道府県は、岩手県、宮城県、

山形県、福島県、新潟県、宮山県、福井県、岐阜県、京都府、兵庫県、和歌山県、広島県、徳島
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県、愛媛県、高知県、長崎県、宮崎県及び鹿児島県とする。

附 則

この政令は、公布の日から施行する。

内閣総理大臣

大蔵大臣

農林水産大臣

自治大臣

鈴木

渡辺

亀岡

安孫子

善幸

美智雄

高夫

藤吉

2
 
通 達 等

県は雷害対策の各般にわたって、次のとおり関係機関などに対して通達等を行った。

I 
-—-- ^ 

月日標 題 i発信者 l受信者
1. 6 I LPガスの事故防止について 1商工課 関係服事務所（捐斐、本巣、山

県、武儀、郡上、益田、飛騨）

商工課 プロパンガス協会

総務部長（消防防災課）各肌事務所長 1 

教委・学校施設課長 各限立学校長

珀境部長（県民生活課）県石油商業組合長、県プr9バン
ガス協会長

限広報紙、リーフレット等によ
り一般県民

各甜祉事務所艮、各市町村長 I 
各県事務所艮、各山林事業所長 1

1. 6 

1. 7 

1. 9 

1. 13 

1. 22 

1. 23 

2. 6 

0

0

4

 

1

1

1

 

，
 

．

．

．

．

 

2

2

2

2

 

0

2

ー

ー

4
 
1

1

 

•••• 2

3

3

4

 

4. 9 

4. 17 

4. 17 

5. 6 

5. 27 

- →ー・

LPガスの供給確保について

来害に伴う消防体制の強化について

建築物の積雪による被宮防止について

家庭用燃料等の供給と価格の安定につい
し

災者に伴う被災者に対する県税の期限延
長、揺免等の取扱いについて

56年豪雪に関する民生安定対策について

昭和55年12月中旬以降の来雪等による林
業関係被唐対策について

雪崩及び融雪出水等に対する防災態勢の
強化について

昭和56年豪雪災者股業復l日賓金融斑要綱
の制定について

56年豪雪災苦復旧特別融資制度について

国の災宙融資に関する特別措骰1こ係る菜
四期間及び地域指定等について

来雪の影態を受けている中小企業者に対
する岐阜県中小企業特別経営安定毀金の
適用について

過去の積雪菌資料の送付について

股作物の融害時前後における来雪対策に
ついて

56年豪雪災沓復旧特別融資制疫における
申込取扱期IIりの延長について

山地災営の未然防止について

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬
までの1iりの降雪等についての天災に係る
融毀限度額の配分について

昭和55年12月中旬から昭和56年3月上旬
までの間の降雷等についての天災による
被習股林漁業者に対する金融措既につい
て

融雪出水期における防災態努の一屈の強
化について

税務課

民生部長（厚生援護課）

林政部長（林政課）

肌豪雪対策本部長

知事（農業経済課）

県警豪雪災啓警備本部長、各市
町村長、各消防長

各市町村長、各県事務所長、各
稲股業関係団体の長

商工労拗部長（商工課）I各取扱金融機関の長、各市町村
長、その他

商工労働部長（商工課）I地域指定市町村長、関係肌事務
所艮

商工労働部長（商工課汁取扱金融機関の長、各市町村
長、その他

建築課長

股政部長（農業技術課）

県建築士会、限建築事拐所協会

各股業改良普及所長、各県事務
所長、股業試験場長

商工労働部長（金融課）I各市町村長、県事務所長、岐阜
県商工会連合会他

各山林事業所長

飛~ii県事務所長

林政部長（治山林遥課）

農政部長（股業経済課）

股政部長（J災菜経済課）

総務部長（消防防災課）

林政部長（治山林道課）

飛騨肌事務所長

関係県事務所長

林野に係る山地災習等の未然防止の独化
について

l ---— ぃ—/‘ー・·-·— . ----・- — 、-←―----

各山林事務所長
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第10 雪害関係予算

県の雪害対策にかかる予算措置状況

-• --.．-- ～．．、

年月日 1 項
- - ハヽい しー -̂-
昭和56年2月10日 除四夜

対決処分 0県が管理する遥路の除四

0漿有施設の除因

（単位：千円）

マr. ` -/｀ロ-．

（公共590,000 単独122,500)

i 

目 1 金額
I 

→ ^ /“- ~ 

712,500 

16,654 

729,154 
， 

市町村対策毀 300,000 i 
。市町村振興補助金

0市町村振典貸付金

商工業対策費 （融毀）

0 56年来舌災唐復旧特別資金貸付金

70,000 

230,000 

・屈演対象 56年豪宮により全殷、半殷、床上浸水以上の被宙を受

・融毀条件

本部経毀等

けた中小企業者

限度額個人、 会社 8,000 組合 15,000

期間設備資金7年以内巡転資金5年以内

取扱期1月 56年2月10日～3月31日

0疫雪対策本部経殷、救援物資輸送毀等 38,818 

0 死亡者に対する災宙弔慰金負担金（負担率困％、県％、市町村¼)

6,000 

0 知事昆舞金

o県有施設補修費

1,000 

4,000 

計
―^‘  -- -‘^ ー一一 、 9 - --- - - --

昭和56年度当初予 災宙復旧股

卵 0公共土木施設災唐復旧股

0学校施設災唐復l日1!/

0 その他の災也復旧股

＇ 商工業対策毀 （融資）

1,000,000 

229,211 

92,767 

I O 56年度変雪災古復旧特別衰金の融資取扱期を6月30日まで延長する
農林水産業対策費 （融資等）

0股業企業化資金利子補給（施設機具、果樹柏栽、家畜羽入、小土地

改良）

i 遺業企業化特融資金利子補給（肉用素畜、施設等補修、家きん等導
入、水産種苗の購入育成）

遺業近代化資金利子補給

I I 維持修繕股等
O現逍施設賂備股、崩落欠壊防止股等
-- --- -.、---~- -

計

昭和56年4月17日
屯決処分

I 天災融資法の適用に伴う利子補給 貸付枠 70,000千円
------

昭和56年5月9日 ！ 災也復旧夜 （肌有施設災湛復1日1杞）
1 予備股

ヽ―--
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＇ 
| 
I 

682,000 

： 

49,818 

I 
[ 1,760,972 

i 1,321,978 

909,000 

530,392 

304,277 I 

1 3, 065, 647 
~- ～ ～ •-

2,632 
~ "‘‘"”‘-—一＾

I i 
I 13,000 I 
-!』- ~―"  - 1 



年月 日

昭和56年6月10

恵決処分

---•• --•---- --- -、-- ~―ー・

項 目 i金額
-- -------- -へ^ → •---- -- - - / -•一

尉嘩災習対策事業費 I 14,214 
0股作物災宵対策事業毀補助金

・補助対象樹種

（果樹＝もも、りんこ。、なし、ぶどう、実とりさんしょう、
桑樹

・補助対象事業

種子、苗木、紫剤、肥料等の共同購入市業1?

・補助率 ½以内

・補助対象者 市町村

・事業主体 市町村、股協、此業者の組織する団体

森林災習復旧毀

0森林災沓復旧事業毀補助金

・補助対象地区

56年奈雪災雪により激甚災宵指定を受けた42市町村

・対象事業

折担木整理、跡地造林、倒木起こし、作業路開設

・補助率 ％ （国½、県％）

・補助対象者 （実施主体）

市町村、森林組合、協業1本等

0指祁監瞥毀

県営林費

0公共 （国½、県½)

倒木起こし事業 246.51氾

olli建

倒木起こし事業 5.0ha （激甚災；『対象地区外）

o lli建

四起こし事業を公共へ振替

激甚災i復旧事業毀金貸付金

0森林組合が森林災宙復旧市業を受晶実施することにより必要となる

迎転沢金の貸付金

1,393,939 

B
 

"tr 

）

業

ぃ

設

ー

＂ョ

施

°

厄

0

も

B
↓

g

o

レ

ー

生

，

｝

（

旧

毀

10
デ

旧

↓

モ

場

苗

00
発

農

復

毀

種

i

苦

旧

（

既

復

災

復

旧

唐

毀

A

開

同

設

唐

所

設

復

災

成

げ

再

共

一

鴫

謬

5
暉

繹

麟

麟

麟

〈

血

麟

順

利

設

木

対

宙

慰

樹

町

一

業

施

一

股

股

用

道

同

施

土

也

及

弔

果

II

旧

地

業

林

共

山

立

災

雪

専

策

古

一

復

股

林

・

・

治

公

他

来

災

落

・

"
＂
。
。
。
。
の
。
。
。

r
i
 

[

災

そ

ー
1
f
~
1
;

，

1
9
|
'
i
1
1

ー
一一
日ーー

t
1
1
9
-
1
麟

101,545 

44,726 

583 

△ 4,279 

1,498,484 

41,030 

80,000 

計 1,633,788 

1,2?7, 976 

19,424 

69,489 

68,508 

白川村） 981 

5,274 

1,183,789 

i 341.598 
1,000 

3,000 

28,996 

―~- -i -t  ~---
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年月日 1 項
・--・--- ---- ----・-------・・ •ー・

0 白山スーパー林誼災習似旧等貸付金

0染団間伐実施事業骰 （折担木整理）

0被習森林咽を備資金貸付金
I 
| 0県有施設補修毀
I 
・ ・屋内休育館補弛（吉城翡校、船沌麻校） ほか

i 逆路維持修繕費
！ ・舗装迎補修骰Jj;J落欠壊防止股等

I I ― ;- --|2,319,574 
- - - - - - t - --- - • - - - .  

合計¥s,795,613 
•--. . ．＿. - -.  ～ -- -．．．ー••---- -• r ―·-·•一• - -------•ー・••一•----•ー・

目

109,753 
81,770 
102,000 
15,079 

金額

700,000 

第11 視察、陳情

1視察

(1) 自民党異常豪雪対策本部

坂野重信副本部長が県庁特別会議室、揖斐県事務所大会議室及び郡上総合庁舎大会

議室において県下の被害状況等の説明及び陳捕を受け被災地を視察した。

。視察日 1月10日10時45分（県庁着） ～11日11時08分（岐阜羽島発）

0視察者 自民党異常崇雪対策本部副本部長坂野重信、随行者2名

0視察先 揖斐県事務所管内、郡上県事務所管内

環側出席者 副知事、各部長、教育長、県談会正・副議長及び各常任委員長、飛騨

管内市町村長

0記者会見 10日12時00分～12時15分

(2) 岐阜県豪雪対策本部長

県本部長（副知事）が飛騨地区、郡上地区、揖斐地区の雪害状況を視察した。

0視察日 （飛騨、郡上地区） 1月10日13時09分（特ひだ5号） ～11日18時（帰庁）

（揖斐地区） 1月17日12時00分～20時00分

0視察先 1月10日 高山市、丹生川村、国府町、古川町（宿泊）

1月11日 河合村、消見村、荘川村、高猿村、白烏III]、大和村、八幡町

1月17日 久瀬村、藤橋村、坂内村

(3) 政府豪雪対策本部調査団

国土庁長官 原健三郎氏を団長とする政府豪雪対策本部 (1月9日設置）調査団

が県庁特別会議室及び高山市宿舎（グリーンホテル）において県下の被害状況等の説
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明及び陳情を受け、被災地を視察した。

0視察日 1月13日13時45分（県庁着） ～14日14時32分（高山発）

0視察者 団長：国土庁長官原健三郎

団員：国土庁長官官房長、建設省道路防災室長、警察庁刑事局保安部外

勤課長、自治省財務調査官、林野庁造林課長、文部省管理局教育

施設部指導課長、通産省中小企業庁小規模企業指禅官、運輸省保

安課長、科学技術庁生活科学技術課長、厚生省社会局施設課長補

佐、国土庁長官官房防災企画課長補佐、名古屋通産局商工部次長

0視察先 13日 高山市

14日 国府町、河合村、宮川村、古川町

0県側出席者 知事、副知事、各部長、教育長、県警察本部長、県議会正・副議長及

ぴ各常任委員長、県選出国会議員、揖斐郡及び郡上郡町村長、建設省中

部地方建設局長、名古屋鉄道管理局長

0記者会見 13日14時45分～15時00分

(4) 農林水産省雪害対策連絡会議調査団

農林水産政務次官 志賀 節氏を団長とする農林水産省雪害対策連絡会議調査団が

飛騨県事務所及び県庁第二応接室において被害状況等の説明及び陳怖を受け被災地を

視察した。

0視察日

0視察者

1月19日12時21分（高山着） ～20日11時51分（岐阜羽島発）

団長：農林水産政務次官志賀節

団員：腹林水産省食品流通局野菜振興課長、同林野庁造林課長補佐、東

海農政局次長、同生産流通部農産普及課長補佐、名古屋営林局経

営部長

0視察先 高山市、河合村

(5) 名古屋通商産業局雪害状況調査団

名古屋通商産業局総務部長松田岩夫氏を団長とする名古屋通商産業局雪害状況調査

団が県議会棟第2面会室、郡上県事務所及び飛騨県事務所において被害状況等の説明

及び陳情を受け、被災地を視察した。

0視察日 1月26日9時50分（県庁着） ～27日16時53分（高山発）

0視察者 団長：名古屋通商産業局総務部長松田岩夫
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団員：名古屋通商産業局鉱政課長、同総務課長補佐、同中小企業第1課

長補佐、同生活物資課長補佐、同施設課長補佐、同石油課石油業

務係長

。視察先 26日 八幡町、白鳥町、大和村

27日 高山市、神岡町、国府町

(6) 内閣総理大臣

1月27日、内閣総理大臣鈴木善幸氏が来県（知事選挙、参議院議員選挙）、大会議室

において被害状況等の説明及び陳＇情を受けた。

2陳情

(1) 1月16日 本部長及び関係部課が、政府関係者等に対し、豪雪災害の実情を説明

するとともに、災害の早期復旧と援助措置等に万全を期するよう要望した

0 陳梢者 岐阜県哀雪対策本部長（副知事）

企画部次長 商工労働部次長、林政部次長、教育委員会管理部長、中

小企業指甜課長、農政企画課長、治山林道課長、道路維持課長、適路

維持課長補佐、学校施設課長補佐、他

0 陳情先 建設省、農林水産省、通商産業省、自治省、文部省、国土庁の各大臣

（長官）、政務次官、事務次官及び国鉄総裁、副総裁、常務理事並びに

県選出国会議員

陳 梢 司1
芦

昭和55年12月26日未明から降り始めた雪は、昭和56年1月15日まで次々と大陸から襲来する窓気

団によって、県下は強い冬型の気圧配憫が連日続き、特に飛騨地方、奥美涙地方、奥揖斐地方を始

め、本県山間部一帯は未だかつてない紫雪に見舞われ、県下の各所における甜雪菰は300~400CIIIに

も及んでおります。

この影啓1こよって県下の斡線交通網は、広範囲にわたって途絶状態となり、県民生活は重大な支

節を受けております。このため、県、市町村、消防団及び地域住民等は相互に協力し、降り続く雪

に再三除皆作業を中断されながらも連日連夜懸命な除雪を続け、齢線交通網の確保を図る一方、生

活関連物衰の輸送、災菩防除等々に万全を期してきたのであります。

特に、郡上郡高鷲村をはじめ35市町村が、いち早く染雪対策本部を設慨して効果的な防災活動を

展開したのであります。

県においては、 1月7日に岐阜県稟留対策本部を設屈し、全力をもってその対策を購じてきたと

ころであります。このような県民総ぐるみによる防災活動にもかかわらず 1月15日現在の被宮は、
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死者6人、重軽傷者43人、家屋の全半壊7棟、床上浸水30柿、床下没水329棟、家屋の一部破損2

48棟等その被害は 661世帯にも及んでいるほか、学校等の体育館の倒壊3カ所を始め医療術生、商

工業、餓光、農業、林業、土木、文教関係等々その被害額は各般にわたり実に23低円余にも達して

おり現在もなお各地に 300C111を超える稼雪の状況からみて今後膨大な被害が予想されるところであ

ります。

このような実俯に鑑み、費職におかれましても、平素から災害対策には適切なこ’指迎とこゞ援助を

賜わっておりますが、今次の崇雪災害の実俯をと喪察いただきまして、被災の早期復旧と被災地域

に対する援助措個に万全を期せられますよう、次の事項につきまして稲極的なと措骰とその速やか

な実現方について格別なこ濯高配を賜わりますよう切に要望致します

記

（財政関係）

1 地方交付税の増額配分を図られたい。

2 各種国庫補助事業の枠の拡大及び補助率を引き上げられたい。

3 地方債の枠の拡充を図られたい。

4 砥雪地域の住民に対する地方税の減免に係る財政措骰を図られたい。

（企画関係）

1 砥雪地帯における国鉄ダイヤ確保のための雪宙対策を強力に進められたい。

2 豪雪地帯対策特別措慨法による特別崇雪地帯の指定を圏られたい。

3 砥雪地帯対策特別事業を充実強化されたい。

（商工関係）

1 染雪により直接、間接の被害を受けた巾小企業者に対し、政府関係金融機関からの低利、長

期の融斑が受けられるよう措骰を講じられたい。

2 政府関係金融機関から融資を受けている者に対する償還期間の延長措骰を購じられたい。

3 雪害による餓光宿泊施設等に対する助成を強化されたい。

（農政関係）

1 農水産業の再生産を確保するため、補助、融資の特別措慨を購じられたい。

2 農水産業施設及び土地改良施設の災習復旧に特別助成措慨を謡じられたい。

（林政関係）

人工造林地の造林木の倒伏、折拍並びに林道等林業用施設の被習に対する助成及び融資等の特

別措慨を購じられたい。

（土木関係）

1 県が実施する国道、県道の除雪事業費補助金を増額されたい。

2 地域住民の生活道路の確保を図るため市町村が実施する市町村幹線道路の除雪作業に係る事

業既について国庫補助制度を設けられたい。

3 山間道路における雪船の災害を防止する恒久的な防雪施設を設骰するための事業毀を大揺に

増額されたい。
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4 除雪作業のより高速化を図るために雪迎機械購入毀等の建設機械賂備毀補助金を大幅に増額

されたい。

（教育関係）

県立郡上北高校、荘川村及び河合村の各中学校の屋内巡動場が全壊する等教育施設に大きな被

害を被っているので、これらの施設の復旧にあたって特別の財政援助を講じられたい。

昭和56年1月16日

殿

餃阜県知事上松協助

岐阜県厳会厳長森 男

資料1

昭和56年豪雪災害による被害状況

（昭和56年1月15日現在判明分）

1人

死

重

輯

2 i主家等

------- -- ---------- -、-- - --- -----------

被也区分 l 数 批 1被誼iIi 被宙区分 1数 批 I被宙額
——-•------~----- -------~ -I I 千I引I ！和）

| , ' （その他） 4件］ 18,800 

者 6人, I その他の事菜者 u*I 120. ooo 
者 20人 計 1 72件I 923,947 

者 I 23人＇
I 

5 観光施設
I 

| 

キャンプ楊・バンガ I 

ロー村
3件 3,000

住家全壊 2棟 2世惜 14,000 そ の 他 9件1 8,500 
半 壊 5棟 5世楷 15,ooo I 
床上没水 30棟 52世帯 52,0001 

i |• 1 2件I 11.500 

床下没水 329棟 339枇•}i}1 33,9001 6設業鴫
一部破担 248棟 263世帯I2s,300 施 設 等

非住家 289棟 1 28,9001 股作物等

,1 _. __. [ I 170,10011 
水産施設・水産物

り災麟（床上没水） 1 59世術 214人l
I !lV>lVV:I 耕地（施設）

以上 計
3 医脱衛生施設 I 
診旅所I 3棟 2,800

9 7 林業関係

公衆術生施設： 1棟 1.500 
林韮施設

I 
計 4棟 4,300

8 土木閃係

4 商工業関係 I I 逍路
中小企業（工業） 40件l689,585i 9 文教関係

I • とッ 1 

（鉱業） I 1/4:| 13,750 -Jー 校等，

（商業） i 8件 25,212110 県有財産 I 
（サービス業） I 18件 56,6001 総 計

----------------、------------------

命

似

似

' 
！ 

500か所！
： 
ー

ー

所

．
‘、カ3
 

338,944 

91,235 

162,259 

25,000; 
I 617,4381 

I 
7,050 

1か所！ 7,000 

i 

28棟 580,575

14件！ 2,369
I 

~ -

2,324,279 
~ -

9棟
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資 料 2 市町村別被害状況

（昭和56年1月15日現在判明分）

----- --1 --”―------- ------•·--1~ ヘ―
市町村名 主 な 被 宙 1 被宙総額l 級—--•一l;――-―爾―|―---- ------I--- 2,238千01
__'W< __ -. -'".―・ --・ • --• --------------- 9 - ----- ----- - - - -- - •----•-----1 

i i箭 山 市（住家）半坂1棟

（商工業） 盆庫等6棟 17百万円 36,041 
---- - - - -・  タム• - - - - -- - - -- -- — 
関市1 | 1,435 
--------------------~--------· ------,-------
美設市 1 | 3,150 

-----~-------~------------.~- ----------
1 海律郡 1平田町 1 | 3,000 
'~!~-—-• -------．．-------- ------:---------・→--- -----
！蓑老郡 1捉老町 l
I 

1 3,000 
ー・ ・ •一 ・一一ー ・一
I不破郡垂井町 500 

l 関ケ原町 （人命）死者1人、重偏者1人

, （商工業） 工場等4棟 213百万円 217,200 
------ -・、- --― が一・・ ー・----------------•一―→ -- ．^ '--•• 

！ 
揖斐郡 1 捐斐川町 1 4,713 

谷汲村 1 1,100 

大野町 I 400 

池田町 i [ ?00 

春日村 1 （住家）半j災1棟 I 4,300 

久瀬村 i [ 10,300 
籐橋村' 1,100 

坂 内 村 （股業）股業用橋りょう 1か所 20百万円 I 23,100 

I徳山村 I I i.ooo 
-------- ------. ---------------

I 

本巣郡 I1艮尾村I i 6,200 
--・- ・-・------ --- ---- ----- --→---.--

山県郡 1 裔窟町 1,033 

伊自良村 I I 525 

美 山 町 I（商工業）木工工場1棟 20百万円 22,583 
．ー• - --．．- -

武儀郡 1板取村 I !_____ 1,500 
・ •一· •一—_____,_＿←・ ー・・-~---------•

I 郡上郡 i八幡町 （人命）煎似者3人 I 77,966 

（商工業） 木工工場2棟 65百万円

大和村 （人命）韮悩者2人 ， 7,704 

白島町 （住家）半壊1棟 1 324,？74 

（商工業） 工場等6棟 63百万円

（文教）体育館1棟 234百万円 I 
翡毀村 I 7,200 

美並村！ 7,200 

明 方 村！ （股業）にわとり 1,300羽 15百万円 I 38,470 

i 和良村！ （人命）重／蒻者3人 23,380 

| （商工業） 建物等4棟 13百万円 ' !““̀-i盃―五―-llr-l―--------- -―-ー-—- 1 □蓋―
… 、---•一
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- ---- ...  --- --- -

市町村名，主 な 被 撻, --I被宙総額：
―---------•--------------------～＿ ＿ ＿ _——7 ——-—--------＇ 
恵那郡 1川上村 1

千PJi 

I I 
100 i 

I加子母村 | 20,208 
付 知 町 I（商工業）木工工場2棟 14百万円 ！ 14,500 | 
i I I ! ------------、-- ---- --- -- -- ------ ----
' I  I ! 

益 田 郡 I萩原 町 （商工業）工場、怠廊9棟 157百万円 221,887 l 

（股業）鶏舎 8棟） 1 

園芸ハウス8棟 57百万円 l 
小 坂 町！ （商工業）木工工場2棟 14百万円 9,483 I 
下呂町， 13,208 

馬瀬村 （人命）重｛易者1人 18,849 

（殷業）畜舎2棟 16百万円 I
-----------------------------・ --・・・・-- - ----------------------------， 
大野郡 丹生川村 （人命）死者1人 4,190 

消 見 村 （股業）バイプハウス等 22百万円！ 50,900 

あまと、 1こじます33.5t 27百万円 I 
荘川村 （住家）半股l棟 187,650 

（農業） パイプハウス 17百万円 1 , 

（文教）体育館1棟）
i I I 

校舎 1棟 165百万円
I ! ！ 

白 川 村 （商工業）工場等4棟 64百万円， 74,283 
! 

宮村 I I 100 
久々野町 i（股業）桃ノ木 20百万円 28,840 

朝日村 l t 1,960 
ー•---• ---------- i—•-- -―-―--- ----------- ___ ＿ _ ＿ ＿ _ ＿――-
郡古川町； （人命）死者 1人 1 107,579 

煎傷者3人

: （商工業） 木工工場等8棟 11百万円

5 （股業） パイプハウス、桃の木 79百万円

1 国 府 町，（商工業）工場等6棟
I 

99百万円 I 124,141 

l l （戦業）果樹等 13百万円

河合村，（人命）重傷者2人

| （住家）全壊1棟
（股業）パイプハウス 19百万円

にじます等 53百万円

（文教）体育館等2棟 155百万円

宮川村 I（人命）死者 2人
重／紡者1人

（住家）全壊1棟、半壊1棟

（戯業）にじます80t 

神岡町 I（人命）死者 1人
重偽者2人
術利施設等4棟

パイプハウス

煎／易者2人

工場等6棟

体育館1棟

｝ 

'-- • - ← ； 

吉 城

ー
合

上宝村

計 |50-市町～村

（商工業）

（J災業）

（人命）

（商工業）

（文教）

70百万円

144百万円

25百万円

18百万円

12百万円
- --

一―

I 

245,589 

99,000 

233,377 

33,392 

2,324,279 
～～ 
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資 料 3 豪雪対策本部設置市町村

（昭和56年1月15日17時硯在）
―,.. ---9[ ----9_＿＿ ＿＿ -- -------- --- ---- ---------

I ：管内 市町村名 設四日時 1I 名 称 1 備 考
一- ------- - - -- -- ---------------- ---

I R a.9 分：西 上石津町 |1.13 14 : 00 大雪対策本部
＇閑垂 T'― 井 町 1,13 8:45 速雪対策本部
糾
， 槻ケ原町 1.10 10:00 ! 、'I―- -•-.-- ----- -9  - - -----------

揖 谷汲村 1.7 17: 00 I " 

I i春日村 1.7 12 : 00 " 
i ！ 久瀬村 1.7 17:00 1 " 

| i I奏橋村 1.6 17 : 00 ,9 

I烈，！坂内村 ll. 6 17 : 00 " 
夕，

1徳山村 |1.6 17: 00 j " I 

＇一本ー 1-- - -- ------
I 

,—,..- - - 9 9 

巣根尾村 |1.? 16 : 00 i ” l 
-- ----- - -----• -- - -- - -- - 9,  ----- - l 
I武 1 洞 戸 村 1. 12 15 :00 昭和56年嵌因対策本部 l 

， 板取村 1.12 9:001 " i 

I儀i I上之保村 ll. 12 15 : 00 l " 
, -＾ i―9 - -- ----- - - -- -9- - - -- - - -

｝郡 八 幡 町 12. 29 10 : 30 哀雪対策本部
! | 

I 
｝ ， 大和村 12.29 s : oo I " I I I I白島町 12.29 14, oo I ,, I 
i I翡熊村 12.28 9 : 40 " I 
I :美並村 12.29 11, 30 I ,, I 
明方村 12.29 9 : 00 " 1 

! J: i ，和良村 12,29 9 : 30,．ーぷ暉誓対策本部 1 

・-・-・-・ 
I 

-．，.  - - -- -

恵 1川 上 村 11. 12 13:00 1 豪雪対策本部
l ----
| 

• i)JII 子母村 1.s 9:001 " I 
i那 1 付知町 1.12 10 : oo I ” I 

I 
—~ ~ - --．-------/ ~ - -•--

益 I萩原町 12.28 10 : 00 " 
小 坂 町 1. 8 9 :00 蕊饂災叩対策本部 I 
下 呂 町 1,5 8:30 来雪対策本部
田馬瀬村 12.29 11, oo I ,, I 
I 

』--

I翡 山 市 12. 29 11 : 00 四出本部
I丹生川村 1. 7 13:00 嵌古災沓対策本部
飛
硝 見 村 1. 7 10:00 豪雪対策本部

荘川村 12.29 8 : 00 I " 
白川村 12.29 10 : 00 I " 

宮 村 1. 8 12: 00 地域磁因対策本部

I 
久 々 野町 1. 8 10:00 磁雪対策本部
朝日村 1.10 8 : 30 " 
翡恨村 1.7 11 : 00 " 
社i /II /UT I 12. 28 16: 00 I " 
！国府町 12.29 10: oo I " 

河 合村 12.28 21 : 30 I " 

宮 川村 12. 28 18: 30 
騨 1. 3 13:30 

，， 

神 岡町 12.29 7 : 00 、'

上宝村 12.28 16: 30 ! " 

・. ·--·~·- ---・、

合 計 42市町村 I~---—---I __  _ 

12/31 一旦解散

--．ー！
！ 

- ---1 - __—---=-I 
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資 料 4 気象予警報発令状況

55.12. 

26 | 27 
56.1. 

31 I 1 I 2 
大雪警報

大雪注意報

雪崩注意報 I 11:10 

＼区分日
56.1. 

6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 
大雪警報

冒s:1010:0冒0¥rnl:oo 7:5置01l15:30 

大雪注意報 1:,公・：船l16ヰ:oo 6: 19』戸7:5 '..·:1.~ :.. :-:-: ．．髯•. •：・：・'.. .. ・ • : I 
s:1010:00 oo 0)15:30 II:50 

雪崩注意報

(2) 3月3日 知事、副知事及び関係部長等が各省庁等に対して政府予節配分に係る

陳情を行い、雪害状況についても説明するとともに、 昭ヽ和56年梨雷災害対策に関

する要望曹”を提出した。

0陳術者 知事、副知事、闊係各部長、次長、課長等

0陳梢先 国土庁、文部省、股林水産省、通商産業省、建設省、自治省及び県選出

国会議員。

要 望 .―{l: •Ll. 

昭和55年12月末から昭和56年1月にかけて本県を製った品録的な蟻雷は、 38染国を

はるかに上廻り、県下における被害状況は、 2月26日現在で死者9人、重軽傷者159

人をはじめ、住家等一般、社会福祉施設、医療衛生施設、商工業関係、観光施設、股

林業関係、土木関係、文教関係等その被害額は 117似円余にものぼっており、県民生

活に重大かつ深刻な影態を及ぼしております。

県におきましては、 1月7日県豪雷対策本部を設訟し、県の全組織を挙げて災害応

急対策を進めてきたところであり、又、県下100市町村のうち46市町村が豪雪対策本

部を設置して、地域住民の生活確保等に積極的な防災活動を実施したところでありま

す。しかし、硯在なお県下各地において 2メートル以上にも及ぶ籾雪があり、今後融

雪期をひかえて雪崩や融雪出水による被害が疑慮されるところであり、更に調査がす
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すむに従って、益々被害が増大してゆくものと恩料されます。県は、これら被害の救

済措置について、機会あるととにと要望申し上げてきたところでありますが、貨職に

おかれましては、被害に対する積柩的な援助策について、速やかな実現を図られるよ

う、格別のと高配を賜りたく要望します。

記

（国土庁関係）

激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律を早期に適用すること。

（文部省関係）

県立郡上北高等学校、荘川村荘川中学校の屋内迎動場が全壊する等教育施設に大き

な被害を被っているので、これらの施設の復旧にあたって特別の財政扱助を購ずるこ

と。

（農林水産省関係）

1 激甚災害復旧造林の市町村指定と、これに伴う予算措置及び折損木に対する助成

措置を講ずること。

2 牒林漁業金融公庫資金等制度融資資金の枠の拡大及び恨遥条件の緩和を図ること。

3 協業体が管理所有する殷林水産物生産加工施設に対する助成措磁を購ずること。

（通商産業省関係）

1 豪雪により直接、間接の被害を受けた中小企業者に対し、政府関係金融機関から

の低利、長期の融資が受けられるよう措置を講ずること。

2 政府関係金融機関から礁資を受けている者に対する伯遥期間の延長措置を購ずる

こと。

（建設省関係）

1 県が実施する国道、県道の除雪事業費補助金を増額すること。

2 地域住民の生活道路の確保を図るため、市町村が実施する市町村幹線道路の除雪

作業に係る事業費について、国庫補助制度を設けること。

3 山間道路における雪崩の災害を防止する恒久的な防雪施設を設置するための事業

費を大幅に増額すること。

4 除雪作業のより高速化を図るために、県及び市町村に対する雪寒機械購入費等の

建設機械賂備費補助金を大幅に増額すること。

（自治省関係）

1 特別交付税の増額配分を図ること。

2 地方偵の枠の拡大を図ること。

昭和56年3月3日

岐阜県知事上松陽助
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ー資料一 昭和56年豪雪災害による被害状況

被宮

1人
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(3) 1月9日 県議会議長及び県議会常任委員長が関係省庁へ陳怖を行い、県下の棗

雪の実情を訴えるとともに、政府の豪雪に対する特段の措置を要請した。

0 陳梢者県議会議長森 勇 総務委員長浅野元康 農林委貝長松野

幸昭、 土木委員長船戸行雄、 文教警察委員長酒井公雄

0陳梢先 文部省、農林水産省、建設省、自治省、国土庁

(4) 1月23日 県議会議長及び県議会常任委員長が関係省庁に対し政府の梢樅につい

て陳梢した。

0 陳梢者県議会議長森 勇 厚生委員長笠原胴ー

。陳梢先迎輸省、厚生省、通商産業省

第12 表彰状、感謝状の贈呈

1表彰状

56年棗雪災害に際し防災活動に特に顕著な活躍があった下記団体が、内閣総理大臣

及び消防庁長官から記念の楯を添えて表彰を受けた。

(1) 内閣総理大臣表彰

表 脊Iプク 状

宮）1|村消防団殿

白川村消防団殿

白烏 IIIJ 消防団殿

貨団が昭和55年12月岐阜県下における梨雪に際し防災活動に尽くした功紹は誠に顕

著であります よつてこれを表彰します

昭和56年9月1日

内閣総哩大臣鈴木善幸
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(2) 消防庁長官表彰

表 彰 状

膝橋村消防団殿

白烏町消防団殿

高殻村消防団殿

荘川村消防団殿

白川村消防団殿

河合村消防団殿

宮川村消防団殿

貨機関は昭和56年梨雪に際し一致協力して防災活動に尽力した功鎖は顕著である

よってここに表彰する

昭和56年7月10日

消防庁長官石見隆ニ

2. 感謝状

56年棗雪災害に際し、応急対策等に多大な貢献をいただいた関係団体に対し知事か

ら感謝状を贈呈した。

感 謝 状

陸上自術隊第10師団災害派辿部隊殿

陸上自衛隊第313地区施設隊殿

航空自衛隊岐阜袖地殿

航空自衛隊小牧基地殿

貨 は昭和56年梨雪災害に際し災害応急対策に格別の尽力をされ民心の安定に寄与

されました功績はまことに大であります

ょって深く感謝の意を表します

昭和56年2月20日

岐阜県知事上松陽助
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感 謝 状

大垣市消防団殿

高山市消防団殿

関 市 消 防 団殿

旋老町消防団殿

上石雖町消防団

垂井町消防団殿

関ケ原町消防団殿

揖斐川町消防団殿

谷汲村消防団殿

春日村消防団殿

久顛村消防団殿

藤橋村消防団殿

池田町消防団殿

大野町消防団殿

坂内村消防団殿

徳山村消防団殿

根尾村消防団殿

高富町消防団殴

伊自良村消防団殿

美山町消防団殿

洞戸村消防団殿

板取村消防団殿

武芸川町消防団殿

武儀町消防団殿

上之保村消防団殿

八幡町消防団殿

大和村消防団殿

白烏町消防団殿
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高駕村消防団殿

美並村消防団殿

明方村消防団殿

和良村消防団殿

八百津町消防団殿

白川町消防団殿

川上村消防団殿

加子母村消防団殿

付知町消防団殿

串原村消防団殿

萩原町消防団殿

小坂 /IIJ 消防団殿

下呂 IIIJ 消防団殿

金山 lllJ 消防団殿

馬瀬村消防団殿

丹生川村消防団殿

消見村消防団殿

荘川村消防団殿

白川村消防団殿

宮 村 消 防 団殿

久々野町消防~団殿

朝日村消防団殿

高根村消防団殿

古川町消防団殿

国府 IIIJ 消防団殿

河合村消防団殿

宮川村消防団殿

神岡村消防団殿

上宝村消防団殿
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貨団は昭和56年崇雪災害に際し消防団員一致協力し災害応急対策に尽力され民心の

安定に寄与されました功績はまことに大であります

ょって深く感謝の意を表します

昭和56年2月20日

岐阜県知事上松励助

感 闊す 状

株式会社岐 阜 放 送殿

貨社は昭和56年棗雪災害に際し災害附報の報道活動に禎極的に尽力されました功紹

はまことに大であります。

ょって深く感謝の意を表します

昭和56年2月20日
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あとがき

昭和55年末から56年始めにかけての '’56年豪雪災害”は、県下の随所に大きなつめ

あとを残しました。このたびの災害に際しまして、県民各位の被害防除に対する禎極

的なこ＂尽力並びに降り続く雪や、相次ぐ雪崩の危険などと戦いながら応急対策、人命

救助、各種の支援活動などに連日連夜と活躍いただきました関係各位に対しまして深

く敬意を表するとともに、記録的な豪雪にもかかわらず被害を最少限度にくい止め県

民生活の安定を堅持することができましたことに対し、心から感謝申し上げます。

本誌は、 '‘56年豪雪災害”の被災の状況並びに応急対策などの各分野にわたって自

然との戦いの記録をできるだけ詳細にまとめました。編集にあたっては関係職員がで

きる限りの努力を払ったものでありますが、内容に不十分なものなど見苦しいところ

が見受けられるものとなりましたが、本誌が大きな扱牲を代彼とした尊い経験の記録

として、この種の災害に対し向後の本県防災体制を確立するうえに糧の一助となれば

幸甚です。

本誌の編集にあたって資料提供等と協力賜りました関係機関に対し厚くお礼申し上

げます。

昭和 56年 11月

岐阜県総務部消防防災課長 柑［ 口 汐： 之：



昭和 56年

56年豪雪災害誌

昭和 56年12月発行

発行岐阜県消防防災課

印刷日新印刷株式会社
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